
第28号（令和３年度）



目　　　　次

	 頁
・〈学校の始まり、学校の終わり〉	 同窓会会長　　山口　雅登	 …… 	（１）
・続・変わることを恐れない
　〜コロナ禍の学校〜	 学 校 長　　藤原　裕之	 …… 	（４）
・伝統の重み	 教 　 　 頭　　小笹美賀子	 …… 	（５）
・変わるＰＴＡ
　〜歌敷山中学校ＰＴＡ改革〜	 ＰＴＡ会長　　伊佐治洋平	 …… 	（６）
・母校部活動活躍状況	 ……………………………………………………………… 	（８）
・歌中歌壇	 …………………………………………………………………………… 	（11）
・３回生投稿	 ………………………………………………………………………… 	（12）
・褒章受章者の紹介	 ………………………………………………………………… 	（13）
・紙上作品展	 ………………………………………………………………………… 	（14）
・同窓生近況報告	 …………………………………………………………………… 	（18）
・母校・同窓会のあゆみ（年表）	…………………………………………………… 	（25）
・ホームページの更新について	 …………………………………………………… 	（29）
・各委員会からのお知らせ	 ………………………………………………………… 	（31）
・会計報告	 …………………………………………………………………………… 	（32）
・同窓会規約	 ………………………………………………………………………… 	（32）
・役員・評議員一覧	 ………………………………………………………………… 	（34）
・トライやる・アクション	 ………………………………………………………… 	（36）



明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
八
月
、
新
政
府

に
よ
り
「
人
た
る
も
の
は
学
ば
ず
ん
ば
あ
る
べ

か
ら
ず
、
自
今
以
後
一
般
の
人
民
必
ず
邑
に
不

学
の
戸
な
く
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
事

を
期
す
」
と
し
て
学
制
が
定
め
ら
れ
日
本
の
公

教
育
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
（
二
〇
二
二

年
）
度
は
そ
れ
か
ら
一
五
〇
年
目
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
と
併
せ
て
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
昭

和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
年
）
三
月
、
教
育
基

本
法
が
定
め
ら
れ
、
新
制
中
学
校
が
発
足
し
て

か
ら
来
年
度
は
七
十
五
年
目
に
当
た
る
事
で
す
。

公
教
育
一
五
〇
年
の
歴
史
の
前
半
七
十
五
年
の

終
わ
り
の
頃
は
ま
だ
敗
戦
の
混
乱
の
中
に
あ
り
、

数
年
後
に
は
隣
国
で
の
新
た
な
戦
争
に
も
直
面

し
て
い
ま
し
た
が
、
後
半
七
十
五
年
の
終
わ
り

の
今
、
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
疲
弊
し
き
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、
対
立
と
戦

争
の
火
種
は
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
二
年
間
に
、
私
た
ち
は
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
世
界
か
ら
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
、
と
実
感
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
開
発
は
遅
れ
、
感
染

接
触
確
認
ア
プ
リ
は
不
具
合
で
使
え
ず
、
各
種

申
請
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
役
に
立
た
ず
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
・
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
効
率
は
悪

く
、
電
子
図
書
館
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
貧
弱
等
々
。

何
が
問
題
な
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、

教
育
の
面
か
ら
少
し
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。日

本
は
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

対
応
に
失
敗
し
ま
し
た
。
平
成
の
三
十
年
間

（
一
九
八
九
年
～
二
〇
一
九
年
）
に
世
界
一
九
六

カ
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
平
均
四
．〇
倍
に
成
長
し
ま
し

た
。
東
ア
ジ
ア
で
は
、
中
国
が
二
十
六
倍
、
韓

国
と
台
湾
が
そ
れ
ぞ
れ
六
倍
に
成
長
し
ま
し
た

が
、
日
本
は
一
．六
倍
で
し
た
。
製
造
業
の
中
核

で
あ
る
半
導
体
デ
バ
イ
ス
（
Ｉ
Ｃ
な
ど
）
産
業

で
は
、
一
九
九
〇
年
に
世
界
の
上
位
十
社
の
中

日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
一
位
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
他
六
社
が

占
め
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
二
〇
年
に
は
第
九

位
に
キ
オ
ク
シ
ア
（
旧
東
芝
メ
モ
リ
ー
）
一
社

が
入
っ
て
い
る
だ
け
で
米
韓
台
の
後
塵
を
拝
し

て
い
ま
す
。
当
然
政
府
も
こ
の
事
態
を
座
視
で

き
ず
様
々
な
打
開
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
教

育
に
も
大
き
な
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
主
導
し
て
い
る
の
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
文

部
科
学
省
で
は
な
く
経
済
産
業
省
で
す
。
先
の

文
科
大
臣
が
、
引
き
続
き
経
産
大
臣
に
就
任
し

た
こ
と
も
関
係
が
あ
り
そ
う
で
す
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
や
人
材
育
成
だ
け
で
は
な
く
、
今
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
混
迷
の
中
で

も
際
立
っ
た
印
象
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
Ｉ
Ｔ
産
業
の
教
育
分
野
へ
の
進
出

が
あ
り
ま
す
。
で
は
経
済
産
業
省
が
策
定
す
る

教
育
改
革
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ

の
概
要
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

二
〇
一
八
年
一
月
に
経
済
産
業
省
は
、「
未

来
の
教
室
」
とE

dT
ech

研
究
会
と
名
付
け
た

有
識
者
会
議
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。E

dT
ech

（
エ
ド
テ
ッ
ク
）
と
は
、
Ａ
Ｉ
や
動
画
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

教
育
技
法
で
す
。
そ
し
て
一
年
半
の
検
討
の

後
、
二
〇
一
九
年
六
月
に
提
言
「
未
来
の
教
室

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
と
め
て
公
表
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
論
点
を
初
等
中
等
分
野
に
し
ぼ
り
、「
学
び

のSteam

化
」、「
学
び
の
自
律
化
・
個
別
最
適

化
」、「
新
し
い
学
習
基
盤
の
整
備
」
の
三
つ
の

柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
でSteam

と

は
、
Ｓ
（science	

科
学
）、
Ｔ
（technology	

技
術
）、
Ｅ
（engineering	

工
学
）、
Ａ
（art	

芸
術
）、
Ｍ
（m

athem
atics	

数
学
）
の
合
成
語

〈
学
校
の
始
ま
り
、
学
校
の
終
わ
り
〉

同
窓
会
会
長　

山　

口　

雅　

登　
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で
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
提
唱
さ

れ
た
教
育
概
念
で
す
。
ま
た
「
学
び
の
自
律
化
・

個
別
最
適
化
」
と
は
、
学
習
者
が
自
分
を
知
り
、

自
律
的
に
個
別
最
適
に
学
習
す
る
環
境
づ
く
り

の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
こ
の
提
言
の
一
環
と
し

て
文
部
科
学
省
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

が
二
〇
一
九
年
十
二
月
に
発
表
さ
れ
、
コ
ロ
ナ

に
後
押
し
さ
れ
る
か
た
ち
で
二
〇
二
一
年
四
月

よ
り
全
国
の
公
立
小
中
学
校
で
生
徒
一
人
に
つ

き
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布
が
開
始
さ
れ
た
の

で
す
。

経
済
産
業
省
の
構
想
す
る
「
未
来
の
教
室
」

の
方
向
性
を
、
二
〇
二
一
年
六
月
二
十
四
日
に

開
催
さ
れ
た
第
一
回
「
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

小
委
員
会
／
学
び
の
探
究
化
・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
化

Ｗ
Ｇ
」
の
事
務
局
資
料
か
ら
い
く
つ
か
ひ
ろ
っ

て
み
ま
す
。

・	

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
（
一
人
一
台
端
末
・

高
速
通
信
・
ク
ラ
ウ
ド
）
を
順
次
整
備
し
、

個
別
と
集
合
の
融
合
し
た
自
律
的
で
個
別
に

最
適
な
学
習
環
境
づ
く
り
の
可
能
性
を
追
求

す
る
。

・	

学
校
を
「
高
信
頼
性
組
織
」（
心
理
的
安
全
・

知
識
共
有
・
謙
虚
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）
に

近
づ
け
る
。

・	

学
習
者
視
点
で「
個
別
学
習
計
画
と
学
習
ロ
グ
」

に
基
づ
く
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

確
立
し
、「
当
事
者
研
究
」
の
手
法
や
考
え
方

を
応
用
す
る
。

・	「
異
才
（
ギ
フ
テ
ッ
ド
）
の
生
徒
」「
発
達
特

性
の
強
い
生
徒
」
が
力
を
発
揮
で
き
る
空
間

を
つ
く
る
。

・	「
探
求
の
入
り
口
」
を
提
供
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
学
習
者
の
興
味
に
応
じ
て

コ
ン
テ
ン
ツ
を
検
索
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
図

書
館
）
の
充
実
整
備
。

・	

ポ
ス
ト
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

維
持
・
更
新
の
財
源
確
保
と
し
て
、
既
存
の

教
材
費
支
出
の
抜
本
的
見
直
し
、
学
校
の
複

合
施
設
化
や
民
間
使
用
に
よ
る
収
入
確
保
、

学
校
に
お
け
る
広
告
活
用
の
検
討
な
ど
。

こ
れ
ら
の
内
容
が
今
後
ど
れ
だ
け
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
順
番
で
実
現
し
て
い
く
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
こ
れ
ま
で

の
学
校
が
大
き
く
変
容
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ

と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
個
別
に
も
う
少
し
詳
し
く
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

ま
ず
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
に
つ
い
て
。
私
は
こ
れ
を

真
（
Ｓ
：
科
学
、
Ｍ
：
数
学
）、
善
（
Ｔ
：
技

術
、
Ｅ
：
工
学
）、
美
（
Ａ
：
ア
ー
ト
）
に
分
け

て
み
ま
す
。
す
る
と
こ
の
教
育
概
念
の
特
異
さ

が
善
（
実
践
）
の
部
分
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
多
く
の
日
本
人
は
「
も
の
つ
く
り
」
が

好
き
で
す
し
、「
匠
の
技
」
に
誇
り
を
感
じ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
か
つ
て
は
Ｑ
Ｃ
（
＝
品
質
管
理
）

の
徹
底
に
よ
る
労
働
集
約
型
の
生
産
体
制
が
日

本
の
戦
後
の
繁
栄
を
導
い
て
来
ま
し
た
。
し
か

し
そ
れ
が
「
も
の
つ
く
り
神
話
」
に
堕
し
、
普

遍
性
の
な
い
ス
キ
ル
に
依
存
す
る
こ
と
で
、
世

界
の
消
費
と
情
報
の
複
雑
化
を
リ
ー
ド
す
る
こ

と
に
失
敗
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
自
然

と
社
会
へ
の
興
味
（
＝
科
学
）、
技
術
と
シ
ス
テ

ム
の
科
学
（
＝
工
学
）、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
抽
象

力
（
＝
数
学
）、
見
え
な
い
も
の
へ
の
感
性
（
＝

ア
ー
ト
）、
科
学
と
社
会
の
結
合
（
＝
技
術
）
の

弱
体
化
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
入
試
勉
強
で
は

身
に
つ
か
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
ら
を

ど
の
よ
う
に
し
て
今
の
学
校
で
醸
成
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
気
に
な
る
の
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
に
は
い
わ
ゆ
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
（
＝
自

由
七
科
）
と
違
っ
て
言
語
が
無
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
英
語
話
者
に
よ
く
み
ら
れ

る
こ
と
で
、
外
国
語
で
苦
労
す
る
こ
と
が
少
な

い
た
め
に
そ
の
重
要
性
を
あ
ま
り
気
に
し
な
い

の
で
す
。
し
か
し
日
本
は
米
国
、
韓
国
、
中
国
、

ロ
シ
ア
と
海
を
隔
て
て
四
つ
の
国
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。
文
化
的
に
も
外
交
的
に
も
日
本
語
を

深
く
知
る
た
め
に
も
、
言
語
と
真
正
面
か
ら
向

き
合
う
べ
き
で
す
。

次
に
「
学
び
の
自
律
化
と
個
別
最
適
化
」
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。「
個
別
学
習
計
画
と
学
習
ロ
グ

に
基
づ
く
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
と

も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
斉
授
業
で
、
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先
生
か
ら
生
徒
全
員
が
同
じ
時
間
に
同
じ
内
容

を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
分
で
学
習
計

画
を
立
て
そ
れ
ぞ
れ
に
即
し
た
内
容
と
ペ
ー
ス

（
＝
個
別
最
適
化
）
で
学
ぶ
こ
と
で
す
。
そ
し
て

生
徒
が
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
情
報
シ
ス
テ
ム

に
ロ
グ
イ
ン
し
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
に
ア
ク

セ
ス
し
た
り
し
た
履
歴
（
ロ
グ
）
が
自
動
的
に

蓄
積
さ
れ
、「
学
習
履
歴
デ
ー
タ
（
＝
学
習
ロ
グ
）」

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る

の
は
学
習
ロ
グ
が
重
要
な
個
人
情
報
で
あ
る
こ

と
で
す
。
将
来
的
に
は
学
校
で
の
学
び
も
、
塾

や
自
宅
で
の
学
び
も
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

の
学
び
も
、
す
べ
て
含
め
た
「
生
涯
に
わ
た
る

個
人
の
学
び
の
記
録
（
＝
生
涯
学
習
ロ
グ
）」
が

蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に

は
読
書
や
鑑
賞
し
た
映
画
や
音
楽
な
ど
も
記
録

可
能
で
す
。
そ
の
膨
大
な
デ
ー
タ
を
集
約
し
た

学
育
（
学
習
と
教
育
を
総
合
し
て
主
体
的
な
観

点
か
ら
こ
う
呼
び
た
い
と
思
い
ま
す
）
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
に

最
も
適
し
た
教
育
環
境
が
提
供
さ
れ
、
あ
る
い

は
自
ら
学
習
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

個
人
情
報
と
し
て
の
学
育
デ
ー
タ
は
自
ら
管

理
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
健
康
保

険
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
す
る

動
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
将
来
、
健
康
情
報

を
一
元
的
に
蓄
積
す
る
た
め
だ
と
云
わ
れ
ま
す
。

現
在
カ
ル
テ
は
病
院
ご
と
に
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、

病
院
間
で
デ
ー
タ
が
共
同
利
用
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
一
元
化

す
る
の
は
大
変
重
要
な
試
み
で
す
。
問
題
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
よ
う
な
中
央
集
権
的
な
仕
組
み

で
国
民
の
同
意
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
す
が
、

上
記
で
経
産
省
が
学
校
の
理
想
と
し
た
よ
う
な

「
高
信
頼
性
組
織
」
で
な
け
れ
ば
、
特
定
の
管
理

者
に
全
権
を
委
ね
る
こ
と
に
は
強
い
抵
抗
が
あ

る
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
デ
ジ
タ
ル
先
進
国
と

し
て
評
価
の
高
い
バ
ル
ト
三
国
の
エ
ス
ト
ニ
ア

で
は
、
医
療
情
報
を
個
人
が
管
理
し
、
必
要
に

応
じ
て
特
定
の
相
手
に
特
定
の
情
報
だ
け
を
開

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を

用
い
た
シ
ス
テ
ム
が
実
際
に
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
育
デ
ー
タ
を
自
分
で
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。

三
つ
目
の
「
新
し
い
学
習
基
盤
の
整
備
」
は
、

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
個
別
最
適
化
を
実
現
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
を
維
持
更
新
す
る
た
め
の
財
源
確
保
が

目
的
で
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
利
用
に
よ
る
合
理

化
と
効
率
化
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
と

い
う
聖
域
を
な
く
し
、
一
般
社
会
化
へ
舵
を
切

ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

学
校
が
聖
域
で
あ
る
必
要
は
、
私
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
教
育
が
公
共
財
で
あ
る
こ
と
を

確
実
に
担
保
す
る
の
は
学
校
以
外
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
教
育
の
成
果
は
、
教
育
を
受
け
る
個
人

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
社
会
に
及
び
ま
す
。

社
会
全
体
に
及
ぶ
利
益
は
、
個
人
の
私
的
な
意

向
に
阻
害
さ
れ
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。
社
会

と
し
て
必
要
な
水
準
の
教
育
が
何
か
を
見
定
め
、

常
に
注
意
深
く
維
持
す
る
こ
と
は
学
校
の
重
要

な
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
誤
っ
た
知
識
や
偏
っ

た
観
念
を
排
除
す
る
こ
と
も
学
校
へ
の
信
頼
が

あ
っ
て
始
め
て
可
能
な
仕
事
で
す
。

小
国
エ
ス
ト
ニ
ア
（
そ
の
人
口
は
神
戸
市
よ

り
も
少
な
い
）
が
、
ソ
連
崩
壊
後
の
混
乱
の
中

か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
目
覚
ま
し
い
発
展
を

知
っ
て
、
私
は
内
村
鑑
三
の
『
デ
ン
マ
ル
ク
の

話
』
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
戦
争
に
敗
れ
て
肥

沃
な
土
地
を
大
国
に
奪
わ
れ
た
後
、
地
道
な
植

林
に
よ
っ
て
国
を
立
て
直
し
た
十
九
世
紀
の
デ

ン
マ
ー
ク
の
人
々
。
話
の
最
後
の
方
で
内
村
は

こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

「
国
は
戦
争
に
負
け
て
も
亡
び
ま
せ
ん
。
実
に
戦

争
に
勝
っ
て
亡
び
た
国
は
歴
史
上
け
っ
し
て
少

な
く
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
国
の
興
亡
は
戦
争

の
勝
敗
に
よ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
民
の
平
素
の
修

養
に
よ
り
ま
す
。」

来
年
度
（
二
〇
二
二
年
度
）
垂
水
小
学
校
は

創
立
一
五
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
歌
敷
山

中
学
校
は
創
立
七
十
五
周
年
で
す
。
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続
・
変
わ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い

　

〜
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
〜

学
校
長　

藤　

原　

裕　

之　

令
和
三
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
防
止
に
明
け
暮
れ
た
一
年
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
中
、
唯
一
の
明
る

い
話
題
で
あ
っ
た
校
舎
の
改
修
計
画
も
、
二
度

目
の
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
コ
ロ
ナ
関

連
の
予
算
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
、
い
つ

に
な
っ
た
ら
き
れ
い
な
校
舎
で
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
・
・
・
・
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
は
昨
年
度
と
比
べ
て

も
、
決
し
て
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、「
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ　

コ
ロ
ナ
」
の
考
え
か

ら
か
、
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
た
う
え
で
、

少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
第
五

波
の
感
染
拡
大
状
況
を
考
え
る
と
、
ひ
と
つ
間

違
え
ば
大
変
な
状
況
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
も
、
多
く
の

行
事
の
中
止
や
規
模
縮
小
を
図
り
、
来
賓
の
皆

様
の
来
校
に
つ
い
て
も
ご
遠
慮
願
っ
て
い
る
状

況
で
す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
学
校

か
ら
発
信
さ
れ
る
情
報
が
少
な
く
、
ご
心
配
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
し

ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
、
陰
か
ら
の
応
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
学
校
を
取
り
巻
く
状
況
は
コ
ロ
ナ
に

関
係
な
く
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
校
で
も
、
学
校
の
決
ま
り
に
関
す
る
見
直
し

や
、
標
準
服
の
見
直
し
等
も
始
ま
り
ま
し
た
。
学

び
方
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
一
人

一
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
の
学
び
、
各
教

室
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
ス
ク
リ
ー
ン
が
常

備
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
授
業
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
社
会
は
ど
ん
ど
ん
変

化
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

学
校
は
現
代
社
会
の
多
様
性
に
対
応
で
き
る
生

徒
を
育
成
し
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
い
く
必
要
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
学
校
は
唯
一
、
誰
に
と
っ

て
も
同
じ
環
境
の
中
で
落
ち
着
い
て
学
び
、
成

長
で
き
る
場
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
一

面
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
歌
敷

山
中
学
校
の
良
き
伝
統
」
は
引
き
継
ぎ
つ
つ
、

新
し
い
伝
統
を
創
っ
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

「
不
易
と
流
行
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

「
変
わ
る
こ
と
を
恐
れ
な
い
」
と
同
時
に
「
変
わ

ら
な
い
大
切
さ
も
あ
る
」
こ
と
を
意
識
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
校
舎
だ
け
は
早

く
新
し
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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伝
統
の
重
み

教　

頭　

小　

笹　

美
賀
子　

歌
敷
山
中
学
校
の
正
門
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
、

歌
中
生
合
い
こ
と
ば
「
聞
こ
う　

考
え
よ
う　

話
そ
う
」
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
ふ
と

そ
の
横
を
見
る
と
、
下
記
の
こ
と
ば
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

①
な
ん
で
も
な
ぜ
と
考
え
よ
う

②
意
見
は
ど
し
ど
し
発
表
し
よ
う

③
よ
い
と
決
ま
っ
た
ら
実
行
し
よ
う

④
い
つ
も
力
を
合
わ
せ
よ
う

⑤
進
ん
で
仕
事
に
汗
を
流
そ
う

こ
れ
は
、
プ
ー
ル
前
の
花
壇
の
と
こ
ろ
に
あ

る
大
き
な
プ
レ
ー
ト
に
書
か
れ
た
言
葉
で
、
昭

和
五
十
四
年
一
月
設
立
の
歌
中
の
「
生
活
信
条
」

で
す
。
最
後
に
「
歌
敷
山
中
学
校
生
徒
会
」
と

か
か
れ
て
い
ま
す
。
本
校
に
着
任
し
た
と
き
か

ら
、
な
ん
て
素
敵
な
言
葉
な
の
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
ま
さ
に
こ
れ
を
実
践

し
た
年
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
、
二
回
の
緊
急
事
態
宣
言
に
引
き
続

き
、
ま
ん
延
防
止
措
置
も
と
ら
れ
た
こ
と
で
、
学

校
生
活
に
は
、
様
々
な
制
限
が
つ
き
ま
し
た
。
た

だ
し
、
昨
年
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
休
校
と
は
な
ら

ず
、
制
限
の
中
で
生
活
し
た
一
年
間
で
し
た
。

ま
ず
四
月
か
ら
学
習
指
導
要
領
が
改
定
さ
れ
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
本
格
実
施
に
伴
い

生
徒
用
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
が
一
人
一
台
配
布
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
宿
題
が

端
末
で
出
さ
れ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
り
と
、
教
師
も
生
徒
も
手
探
り
の
段
階

な
が
ら
、
急
速
な
勢
い
で
活
用
が
進
ん
で
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
関
係
で
の
出
席
停
止
に
対
応
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
九
月

か
ら
は
全
普
通
教
室
に
電
子
黒
板
機
能
付
き
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
と
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
ク
リ
ー
ン
が
設

置
さ
れ
、
大
画
面
で
鮮
明
な
画
像
が
映
し
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

校
舎
は
老
朽
化
が
進
み
、
あ
ち
こ
ち
補
修
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
特
に
ポ
ン
プ
室
故
障
に
よ

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
の
水
漏
れ
は
、
体
育
会
前
日

の
放
課
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
池
の
よ
う
に
な
り
、

あ
ま
り
の
惨
事
に
唖
然
と
し
ま
し
た
。
し
か
し

全
職
員
と
全
学
年
係
で
残
っ
て
い
た
生
徒
が
力

を
合
わ
せ
て
汗
を
流
し
た
こ
と
で
、
翌
日
の
体

育
会
が
無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
か
っ

た
の
は
、
誰
も
文
句
を
言
わ
ず
、
建
設
的
な
意

見
を
出
し
て
対
処
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

行
事
で
は
、
体
育
会
・
文
化
発
表
会
が
同
日

開
催
で
実
施
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
行
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
マ
ス
ク
を
し
た
ま
ま
合
唱
し
た

も
の
を
動
画
で
鑑
賞
。
制
限
の
中
で
も
、
体
を

ゆ
ら
し
て
懸
命
に
歌
う
姿
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

三
年
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
工
夫
を
凝
ら
し
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
大
札
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
百

人
一
首
大
会
）
を
実
施
。
修
学
旅
行
は
、
京
都

班
別
活
動
と
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
二
回
、
日
帰
り
で
行
い

ま
し
た
。
二
年
生
は
淡
路
ニ
ジ
ゲ
ン
ノ
モ
リ
へ
、

日
帰
り
の
校
外
学
習
を
実
施
。
ト
ラ
イ
や
る
で

は
、
校
内
で
制
作
し
た
地
域
を
応
援
す
る
ダ
ン

ス
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
と
共
に
地
域

の
事
業
所
に
届
け
、
大
好
評
で
し
た
。
一
年
生

は
ワ
ク
ワ
ク
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
須
磨
水
族
館
へ

校
外
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
標
準
服
検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
、

再
来
年
度
に
向
け
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
に
も
配
慮

し
た
標
準
服
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
校

則
も
、「
き
ま
り
の
見
直
し
試
行
期
間
（
靴
・
靴
下
・

髪
型
・
下
着
・
カ
バ
ン
）」
を
設
け
、
生
徒
会
執

行
部
中
心
に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
来
年
度
以
降
も
続
く
予
定
で
す
。

部
活
動
に
関
し
て
も
、
校
内
の
み
の
時
間
制

限
の
つ
い
た
活
動
が
長
く
続
く
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
部
活
動
が
優
秀
な
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
ご

支
援
を
賜
り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
今
年
度
で
す

が
、
四
十
二
年
も
前
に
作
ら
れ
た
生
活
信
条
を

実
践
し
た
一
年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
歌
敷

山
中
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、

更
に
飛
躍
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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〈
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
〉

数
年
前
か
ら
で
し
ょ
う
か
、「
理
不
尽
な
Ｐ
Ｔ

Ａ
」「
時
代
に
合
わ
な
い
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
不
要
」

そ
ん
な
文
言
を
た
び
た
び
目
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
保
護
者
の
働
き
方
や
生
活
ス
タ
イ

ル
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
旧
態
依
然
の
や
り

方
を
続
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
負
担
感
に
声
を
挙

げ
る
人
が
出
始
め
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
メ

デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
も
そ
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
、Parent	T
eacher	

A
ssociation

「
親
と
先
生
の
会
」
で
あ
り
、
事

務
局
を
置
く
学
校
に
児
童
生
徒
を
通
学
さ
せ
る

親
と
教
師
の
会
員
か
ら
な
る
任
意
団
体
で
す
。

そ
の
目
的
は
、
保
護
者
と
教
師
が
協
力
し
て
学

校
運
営
に
携
わ
る
こ
と
で
教
育
環
境
を
守
り
、

よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
行
う
と
い
う

も
の
で
す
。
当
然
で
す
が
児
童
生
徒
は
会
員
で

は
な
く
、
そ
の
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
全
員

が
等
し
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
支
援
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
理
念
や
活
動
の
目
的
そ
の
も
の
は

意
義
あ
る
も
の
だ
と
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
現
実
は
、「
学
校
行
事
の
お
手
伝
い
」
を

中
心
に
前
年
通
り
の
活
動
を
繰
り
返
す
、
保
護

者
の
、
実
質
母
親
た
ち
の
義
務
的
活
動
と
い
う

認
識
が
一
般
的
で
す
。
専
業
主
婦
が
多
か
っ
た

時
代
の
名
残
と
、「
先
生
の
勤
務
時
間
内
に
」
と

い
う
学
校
側
の
事
情
も
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は

通
常
平
日
の
日
中
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

委
員
に
選
出
さ
れ
た
保
護
者
は
し
ば
し
ば
仕
事

を
休
ん
で
学
校
に
集
ま
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
改
革
に
先
立
っ
て
昨
年
度
実
施
さ

れ
た
歌
敷
山
中
学
校
の
保
護
者
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
常
任
委
員
や
学
級
委

員
を
引
き
受
け
て
も
い
い
と
答
え
た
人
は
全
体

の
一
割
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
部
役
員
の
担

い
手
不
足
は
さ
ら
に
深
刻
で
す
。
理
想
と
は
裏

腹
に
、
い
つ
し
か
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
「
で
き
れ
ば
あ
ま

り
関
わ
り
た
く
な
い
も
の
」
と
い
う
負
の
イ
メ
ー

ジ
が
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

〈
歌
敷
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
改
革
〉

こ
の
状
況
に
危
機
意
識
を
持
っ
た
歌
敷
山
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
前
会
長
が
旗
振
り
役
と
な
り
、

関
係
団
体
と
の
交
渉
や
会
員
か
ら
広
く
意
見
を

募
る
な
ど
事
前
の
準
備
を
進
め
、
活
動
の
ス
リ

ム
化
と
負
担
軽
減
を
柱
と
す
る
大
幅
な
組
織
改

革
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
改
革
の
骨
子
は
次

の
四
つ
で
す
。

①	

入
会
届
の
導
入
…
全
員
強
制
加
入
で
は
な
く
、

希
望
す
る
保
護
者
だ
け
が
入
会
す
る
。

②	

常
任
委
員
会
の
廃
止
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
の

導
入
…
義
務
や
負
担
を
減
ら
し
、
や
れ
る
人

が
や
れ
る
時
に
活
動
す
る
。

③	

予
算
の
見
直
し
と
年
会
費
の
減
額
…
こ
れ
ま

で
の
支
出
項
目
を
整
理
縮
小
し
、
会
費
負
担

を
軽
減
す
る
。

④	

本
部
業
務
の
軽
減
…
上
部
団
体
や
外
部
団
体

と
の
関
係
を
見
直
し
整
理
す
る
。
会
議
や
印

刷
業
務
な
ど
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

「
前
例
踏
襲
を
や
め
て
子
ど
も
に
直
接
関
わ
り

の
あ
る
活
動
に
特
化
す
る
」
と
い
う
歌
敷
山
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
見
直
し
案
は
多
く
の
保
護
者
会

員
に
支
持
さ
れ
、
令
和
三
年
二
月
の
臨
時
書
面

総
会
で
新
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
規
約
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
入
会
届
出
制
と
な
っ
た
今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
加
入
率
は
九
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

〈
今
年
度
の
取
り
組
み
〉

以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
今
年
度
の
歌

敷
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
常
任
委
員
や
学
級
・
学
年
委
員

の
選
出
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
部
の
役
職
も
会
長

と
本
部
役
員
に
統
一
さ
れ
、
運
営
は
役
員
全
員

で
協
力
し
て
進
め
ま
す
。
み
な
普
段
は
仕
事
を

し
て
い
ま
す
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に
多
く
の

時
間
を
割
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の

慣
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
と
に
か
く
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
動
き
始
め
ま
し
た
。

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
本
部
業
務
の
効

変
わ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

〜
歌
敷
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
改
革
〜

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

伊
佐
治　

洋　

平　
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率
化
で
す
。
平
日
に
集
ま
る
定
例
会
議
を
や
め
、

必
要
な
時
に
だ
け
、
土
曜
日
な
ど
集
ま
り
や
す
い

日
時
を
設
定
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
普
段
の

連
絡
は
情
報
共
有
ツ
ー
ル
を
活
用
し
ま
す
。
本

部
役
員
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
文
書

作
成
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
デ
ー
タ
を
共
有
し
意
見

交
換
や
校
正
を
し
ま
す
。
学
校
に
書
面
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
う
際
も
、
メ
ー
ル
等
の
や
り
取
り

で
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
会
員
へ
の
情
報
提

供
は
、
今
年
度
か
ら
神
戸
市
が
本
格
導
入
し
た

学
校
連
絡
シ
ス
テ
ム
「
す
ぐ
ー
る
」
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

チ
ャ
ネ
ル
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
人

数
分
を
紙
に
印
刷
し
て
生
徒
に
配
布
し
て
い
た

Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
な
ど
の
文
書
の
多
く
を
電
子
配

信
に
す
る
こ
と
で
、
紙
資
源
の
節
約
と
本
部
業

務
の
大
幅
な
軽
減
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
電
子

配
信
の
利
点
と
し
て
、
カ
ラ
ー
写
真
を
た
く
さ

ん
入
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
も
発
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
や
運
営
委
員
会
の
実
施
な

ど
開
催
を
断
念
し
た
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
後
状
況
を
見
な
が
ら
少
し
ず
つ
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

〈
今
後
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
無
く
な
る
の
か
？
〉

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
も
は
や
不
要
で
は
な
い
か
、
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
近
隣
の
中
学
校
で
も
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
解
散
し
「
保
護
者
会
」
や
「
親
の
会
」

に
移
行
す
る
学
校
も
出
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
突
如
始
ま
っ
た

一
斉
休
校
と
と
も
に
、
ど
こ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
活
動

を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
り
、
学
校

再
開
後
も
集
ま
る
こ
と
を
控
え
た
た
め
、
活
動

は
縮
小
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
図
ら
ず
も

「
例
年
通
り
の
活
動
を
や
め
て
も
実
は
問
題
は
な

い
」
と
い
う
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
本
質
が
問
わ
れ
、

こ
れ
を
機
に
改
革
を
進
め
よ
う
と
い
う
流
れ
が

全
国
各
地
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
無
用
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
整
え

支
援
す
る
と
い
う
大
切
な
使
命
を
持
っ
て
い
ま

す
。
Ｐ
（
親
）
だ
け
で
な
く
Ｔ
（
教
師
）
も
一

緒
に
な
り
、
互
い
に
責
任
の
一
端
を
担
い
つ
つ

活
動
す
る
組
織
と
し
て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
も
う
し

ば
ら
く
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
総
会
や
規
約
を
持
つ
団

体
と
し
て
、
自
治
体
や
地
域
か
ら
依
頼
さ
れ
る

役
割
も
依
然
と
し
て
あ
り
ま
す
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
学
校
や
教
育
委
員
会
に
保
護
者
と
し
て
の

意
見
を
伝
え
る
と
い
う
重
要
な
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
積
立
金
や
会
費

の
繰
越
金
の
使
途
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
最
後

ま
で
責
任
を
も
っ
て
果
た
す
べ
き
具
体
的
な
課

題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
の
ス
リ
ム
化
・

効
率
化
を
さ
ら
に
進
め
つ
つ
、
自
発
的
か
つ
自

律
的
に
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う
体
制
を
、
当
面
は
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
神

戸
市
教
育
員
会
が
推
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
学

校
）
が
い
よ
い
よ
具
現
化
さ
れ
、
保
護
者
や
地

域
住
民
が
よ
り
主
体
的
に
学
校
運
営
や
教
育
活

動
に
参
画
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
現
在
の
よ
う
な
組
織
と
し
て
の
役
割
を
終

え
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
次

代
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ん
に
期
待
し
つ
つ
委

ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
終
わ
り
に
〉

今
回
は
貴
重
な
同
窓
会
会
報
の
紙
面
を
割
い

て
い
た
だ
き
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
歌
敷
山
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
現
状
と
課
題
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
時
代
の
変
化
の
流
れ
は
ま
す
ま

す
速
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
団
体
や
組
織
は
、
今
後

も
色
々
な
意
味
で
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
員
の
皆
さ

ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
な
が
ら
、
我
が
子

の
母
校
と
な
る
歌
敷
山
中
学
校
の
発
展
の
た
め

に
、
柔
軟
で
創
造
的
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
山
口
同

窓
会
長
が
先
日
紹
介
さ
れ
て
い
た
、
ア
メ
リ
カ

の
神
学
者
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
・
ニ
ー
バ
ー
の
祈

り
の
言
葉
を
こ
こ
に
引
用
し
て
、
本
稿
を
閉
じ

た
い
と
思
い
ま
す
。

『
神
よ
、
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
を
静
か

に
受
け
入
れ
る
力
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。
変
え

る
べ
き
も
の
を
変
え
る
勇
気
を
、
そ
し
て
、
変

え
ら
れ
な
い
も
の
と
変
え
る
べ
き
も
の
を
区
別

す
る
智
恵
を
、
私
た
ち
に
与
え
て
く
だ
さ
い
。』
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母
校
部
活
動
活
躍
状
況

❖ 
部
活
動　

実
績
一
覧

　

令
和
三
年
三
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
顕
著
な

成
績
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
同
窓
会
か
ら
は
祝

福
と
激
励
を
頂
い
て
お
り
、
心
よ
り
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
水
泳
部
】

七
月

　

第
六
十
一
回
神
戸
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

男
女
総
合
の
部	

第
一
位

　
〈
男
子
〉

　
　

五
〇
ｍ
自
由
形	

第
三
位

　
　

一
五
〇
〇
ｍ　

自
由
形	

第
二
位

　

	

〈
女
子
〉

　
　

女
子
総
合
の
部	

第
一
位

　
　

八
〇
〇
ｍ
自
由
形	

第
一
位

　
　

四
〇
〇
ｍ
自
由
形	

第
一
位

　
　

二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ	

第
一
位

　
　

二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ	

第
三
位

　
　

一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ	

第
一
位

　
　

一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ	

第
三
位

　
　

四
×
一
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー	

第
一
位

　
　

四
×
一
〇
〇
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー	

第
三
位

七
月

　

第
六
十
五
回
兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
〈
女
子
〉

　
　

女
子
総
合
の
部	

第
一
位

　
　

八
〇
〇
ｍ
自
由
形	

第
一
位

	

（
近
畿
大
会
・
全
国
大
会
出
場
）

　
　

四
〇
〇
ｍ
自
由
形	

第
二
位

	

（
近
畿
大
会
出
場
）

　
　

二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ	

第
二
位

	

（
近
畿
大
会
・
全
国
大
会
出
場
）

　
　

二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ	

第
四
位

	

（
近
畿
大
会
出
場
）

　
　

一
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ	

第
三
位

	

（
近
畿
大
会
出
場
）

　
　

四
×
一
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー	

第
一
位

	
（
近
畿
大
会
・
全
国
大
会
出
場
）

　
　

四
×
一
〇
〇
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー	

第
四
位

	

（
近
畿
大
会
出
場
）

	
　
　
　
　
　
　

八
月

　

第
七
十
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
〈
女
子
〉

　
　

女
子
総
合
の
部	

第
四
位

　
　

八
〇
〇
ｍ
自
由
形	

第
一
位

　
　

四
〇
〇
ｍ
自
由
形	

第
二
位

　
　

二
〇
〇
ｍ
平
泳
ぎ	

第
三
位
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八
月

　

第
六
十
一
回
全
国
中
学
校
体
育
大
会　

　
〈
女
子
〉

　
　

八
〇
〇
ｍ
自
由
形	

第
五
位

十
月

　

第
七
十
二
回
神
戸
市
中
学
校

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

	

優　

勝

	

（
県
大
会
出
場
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

三
月

　

ル
ー
セ
ン
ト
カ
ッ
プ　

団
体
の
部

	

優　

勝

十
月

　

第
三
十
七
回　

神
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

新
人
大
会　

個
人
の
部

	

ベ
ス
ト
16

	

（
県
大
会
出
場
）

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

七
月

　

第
六
十
一
回
神
戸
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

	

第
三
位

十
一
月

　

兵
庫
県
指
定
強
化
選
手

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

七
月

　

神
戸
市
総
合
体
育
大
会

	

第
三
位

八
月

　

第
二
十
七
回
兵
庫
県
ユ
ー
ス
（
Ｕ
―
15
）

　

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
神
戸
市
予
選

	

優　

勝

	

（
県
大
会
出
場
）

九
月

　

Ｊ
Ｆ
Ａ
第
二
十
七
回
全
日
本
Ｕ
―
15

　

フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会
兵
庫
県
大
会

	

第
三
位

十
一
月

　

第
七
十
二
回
神
戸
市
中
学
校

　

新
人
サ
ッ
カ
ー
大
会

	

第
三
位

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】　

七
月

　

第
六
十
一
回
神
戸
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

	

準
優
勝

	

（
県
大
会
出
場
）

歌敷山中学校同窓会会報 （9）



【
剣
道
部
】

七
月

　

神
戸
市
剣
道
新
人
大
会

　

男
子
の
部	

ベ
ス
ト
８

	

（
県
大
会
出
場
）

　

女
子
の
部	

ベ
ス
ト
８

	

（
県
大
会
出
場
）

【
吹
奏
楽
部
】

七
月

　

第
六
十
八
回
兵
庫
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

第
四
十
四
回
神
戸
地
区
大
会

　

中
学
校
Ａ
部
門	

金　

賞

【
放
送
部
】

七
月

　

第
三
十
八
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
中
学
校
放
送

　

コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫
県
大
会

　

ラ
ジ
オ
番
組
部
門	

佳　

作

【
家
庭
科
部
】

九
月

　

第
六
十
五
回
神
戸
市
立
技
術
・

　

家
庭
科
作
品
展

	

青
少
年
科
学
館
賞

	

環
境
賞

【
陸
上
】

九
月

　

神
戸
市
中
学
校
陸
上
競
技
新
人
・

　

選
手
権
大
会

　

三
年
男
子
一
一
〇
ｍ
Ｈ　

15
秒
90	

第
二
位

十
月

　

神
戸
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

男
子
中
学
一
一
〇
ｍ
Ｈ	

第
二
位

【
柔
道
】

十
一
月

　

第
六
十
八
回
神
戸
市
新
人
柔
道
大
会

　

男
子　

五
十
五
㎏
級	

準
優
勝
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九
回
生　

南
部　

直
敏　

オ
ム
ラ
イ
ス
の
卵
の
如
よ
二
日
か
ら

　
　
「
今
年
も
古
希
」
と
お
女
将
に
っ
こ
り

せ
せ
ら
ぎ
を
好
み
し
母
と
会
え
る
か
も

　
　

雪
解
け
の
川
の
夢
を
ま
だ
見
る

同
窓
の
家
の
軒
に
は
燕
の
巣

　
　

今
年
も
絆
持
続
す
る
か
も

十
七
回
生　

高
杉　

優
子　

	

コ
ロ
ナ
下
に
学
ぶ
中
学
生
の
一
年
を
思
い

て
（
禍
を
使
わ
ず
）

　
　
　

春
（
始
業
式
）

　
　
　

・
手
を
挙
げ
て

　
　
　
　
　

駆
け
寄
る
子
等
に
花
笑
う

　
　
　

夏
（
プ
ー
ル
）

　
　
　

・
碧
空
の

　
　
　
　
　

白
雲
追
っ
て
背
泳
ぎ
す

　
　
　

秋
（
学
び
）

　
　
　

・
家
の
灯
の

　
　
　
　
　

消
え
ゆ
く
夜
寒
に
子
等
励
む

　
　
　

冬
（
休
み
時
間
）

　
　
　

・
た
あ
い
な
き

　
　
　
　
　

話
の
窓
辺
小
春
な
る

　
　
　

卒
業
を
祝
す

　
　
　

・
卒
業
子

　
　
　
　
　
「
は
い
」
の
一
声
や
鳴
り
響
く

十
七
回
生　

三
田　

雄
策　

城
崎
で
初
め
て
読
ん
だ
志
賀
直
哉

今　

生
き
て
い
る
喜
び
を
し
み
じ
み
と
知
る

歌
中
歌
壇

広
報
委
員
会
で
は
、
ご
希
望
あ
れ
ば
短
歌
な

ど
を
掲
載
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
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三
回
生
投
稿

❖ 
「
歌
敷
山
中
学
校
在
学
中
の

　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
」　

三
回
生　

青
木　

公
輔

私
は
当
時
葺
合
区
に
あ
っ
た
雲
中
小
学
校
卒
、

葺
合
中
学
入
学
、
転
宅
の
た
め
一
ヵ
月
で
歌
中
の

前
身
舞
子
中
学
校
へ
移
り
ま
し
た
。（
一
年
Ｂ
組

清
沢
千
代
先
生
、担
当
国
語
、渾
名
は
ペ
ン
ギ
ン
）

昭
和
二
十
四
年
五
月
八
日
は
舞
子
中
学
校
遠
足

の
日
で
翌
日
か
ら
の
入
学
で
し
た
。
一
年
二
組

は
二
部
授
業
で
午
後
出
だ
っ
た
の
で
十
二
時
半

に
校
庭
に
集
ま
る
よ
う
に
と
の
小
島
一
次
先
生

の
言
葉
で
し
た
。
私
と
同
じ
日
に
舞
子
中
学
校

へ
入
学
し
た
の
は
私
の
他
に
も
う
二
人
い
ま
し

た
。
三
学
期
か
ら
霞
ヶ
丘
と
舞
子
が
合
併
し
て

歌
敷
山
中
学
校
が
誕
生
、
舞
子
三
ク
ラ
ス
、
霞
ヶ

丘
九
ク
ラ
ス
、
計
十
二
ク
ラ
ス
で
私
は
一
年
Ｋ

組
谷
口
善
之
先
生
（
担
当
理
科
）
渾
名
は
カ
ニ

で
職
員
室
か
ら
受
持
つ
教
室
へ
来
る
時
い
つ
も

横
に
歩
い
て
い
る
か
ら
。
さ
て
こ
こ
か
ら
が
私

の
大
好
き
な
『
二
年
Ｇ
組
戎
谷
豊
子
学
級
（
担

当
家
庭
科
）』
先
生
臭
さ
が
全
然
な
く
竹
を
割
っ

た
よ
う
な
性
格
で
、
生
徒
か
ら
と
て
も
好
か
れ

て
い
ま
し
た
。
二
年
Ｇ
組
が
ス
タ
ー
ト
し
て
間

な
し
に
生
徒
全
員
が
「
エ
ビ
ス
タ
ニ
セ
ン
セ
イ

な
ん
て
長
っ
た
ら
し
い
か
ら
エ
ベ
ッ
サ
ン
で
え

え
や
ろ
」
と
云
え
ば
「
そ
の
代
り
毎
朝
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
の
時
間
に
君
ら
の
名
前
に
サ
ン
を
付
け

る
と
時
間
か
か
っ
て
し
ょ
う
な
い
か
ら
呼
び
捨

て
に
し
ま
す
。
サ
ン
云
う
て
ほ
し
か
っ
た
ら
あ

と
で
職
員
室
へ
来
た
ら
サ
ン
サ
ン
サ
ン
と
四
十

回
で
も
五
十
回
で
も
云
う
た
げ
る
か
ら
」
と
云
っ

た
。
私
は
出
席
番
号
一
番
だ
か
ら
「
青
木
さ
ん
」

と
云
っ
た
あ
と
ふ
と
想
い
付
い
た
よ
う
に
前
記

の
事
を
云
っ
た
の
で
、
出
席
番
号
一
番
で
え
ら

い
得
し
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
二
年
Ｇ
組
を
も

じ
っ
て
『
虹
の
会
』
と
い
う
の
を
作
り
私
が
幹

事
に
成
っ
て
卒
業
、
後
何
席
も
二
年
Ｇ
組
は
集

り
ま
し
た
が
戎
谷
先
生
は
十
七
年
ほ
ど
前
に
他

界
さ
れ
た
の
は
本
当
に
残
念
で
す
。
出
席
番
号

一
番
で
得
を
し
た
事
が
も
う
一
回
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
卒
業
式
の
時
三
年
Ａ
組
（
田
中
敬
蔵
先

生
、
担
当
珠
算
）
で
一
番
だ
っ
た
の
で
「
青
木

公
輔
以
下
六
九
七
名
」
と
司
会
の
先
生
が
云
っ

た
の
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。　
　

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
九
日
が
私
の
祥
月

命
日
に
成
り
そ
う
な
大
事
故
が
起
こ
っ
た
の
で

す
。
時
刻
は
八
時
二
十
六
分
で
し
た
。
西
舞
子

駅
少
し
東
の
無
人
踏
切
で
、
私
と
大
谷
公
一
郎
、

島
岡
勝
両
君
が
登
校
し
て
い
て
、
上
り
貨
物
列

車
が
通
過
し
て
す
ぐ
に
飛
び
出
し
た
ら
下
り
貨

物
列
車
が
す
ぐ
そ
ば
迄
来
て
い
て
撥
ね
ら
れ
即

死
で
し
た
。
そ
の
日
の
神
戸
新
聞
夕
刊
に
は
『
師

走
に
悲
し
死
の
登
校
』
と
い
う
記
事
が
一
面
に

大
き
く
載
り
ま
し
た
。
私
は
警
察
へ
行
っ
て
「
君

が
突
い
た
ん
と
ち
が
う
か
」
と
何
度
も
執
こ
く

取
り
調
べ
ら
れ
ま
し
た
。
私
の
歌
中
時
代
の
想

い
出
は
ざ
っ
と
こ
ん
な
も
の
で
す
。
大
谷
、
島

岡
両
君
に
合
掌
し
て
筆
を
お
き
ま
す
。

因
み
に
現
在
三
回
生
の
世
話
役
を
し
て
い
る

吉
岡
昭
一
郎
二
年
Ｇ
組
で
同
じ
ク
ラ
ス
、
永
井

昭
夫
は
三
年
Ａ
組
で
同
じ
ク
ラ
ス
で
し
た
。
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褒
章
受
章
者
の
紹
介

❖ 
二
〇
二
一
年
度　

文
化
功
労
者

一
回
生　

松
岡　

享
子　

氏

歌
中
一
回
生
の
松
岡
享
子
さ
ん
が
二
〇
二
一

年
度
の
文
化
功
労
者

の
お
一
人
に
選
ば
れ
、

十
一
月
四
日
に
東
京
都

内
の
ホ
テ
ル
で
顕
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
童

話
『
く
ま
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
』
シ
リ
ー
ズ
、『
し

ろ
い
う
さ
ぎ
と
く
ろ
い
う
さ
ぎ
』
等
を
翻
訳
、

『
と
こ
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
』、『
な
ぞ
な
ぞ
の
す
き
な

女
の
子
』
等
を
創
作
し
、
手
掛
け
た
児
童
書
は

二
〇
〇
冊
以
上
。
半
世
紀
余
り
に
わ
た
っ
て
子

ど
も
た
ち
を
豊
か
で
奥
深
い
本
の
世
界
に
い
ざ

な
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
岩
波
新
書
『
子

ど
も
と
本
』
や
評
論
集
『
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

部
屋
』
等
の
著
書
や
全
国
で
の
講
演
活
動
（
母

校
で
も
講
演
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
を
通

し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
大
人
に
対
し

て
も
熱
心
に
語
り
か
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
分
野
単
独
で
は
初
の
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
、

現
在
名
誉
理
事
長
を
務
め
ら
れ
る
「
東
京
こ
ど

も
図
書
館
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

こ
う
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
地
球
上
に
難
問

が
集
積
し
、
そ

の
解
決
に
人
智

を
結
集
す
る
必

要
が
生
じ
て
い

る
現
在
、
わ
た

し
た
ち
が
頼
り

に
す
る
の
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
未
来
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

も
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。
彼
ら
が
そ
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
の
ば
し
、
果
敢
に
難
題

に
向
か
っ
て
、
そ
の
解
決
に
す
す
ん
で
く
れ
る

よ
う
に
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
、
し
っ
か

り
し
た
こ
と
ば
の
力
を
身
に
つ
け
、
こ
れ
ま
で

に
集
積
さ
れ
た
、
人
類
の
智
慧
が
あ
る
文
学
作

品
か
ら
多
く
を
吸
収
し
、
将
来
へ
向
け
て
生
か

す
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
子
ど
も

が
読
書
に
よ
っ
て
自
力
を
つ
け
る
こ
と
は
、
ま

す
ま
す
大
事
に
な
り
ま
す
。」

松
岡
さ
ん
は
神
戸
女
学
院
大
学
を
卒
業
さ
れ

た
後
、
日
本
で
初
め
て
図
書
館
学
科
が
開
設
さ

れ
た
慶
応
義
塾
大
学
で
再
度
学
ば
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
渡
米
し
ウ
ェ
ス
タ
ン
・
ミ
シ
ガ
ン
大
学

大
学
院
で
児
童
図
書
館
学
専
攻
の
の
ち
、
ボ
ル

テ
ィ
モ
ア
市
公
共
図
書
館
で
司
書
と
し
て
の
実

務
経
験
を
積
ま
れ
ま
し
た
。
帰
国
後
は
大
阪
市

立
図
書
館
勤
務
、
自
宅
で
家
庭
文
庫
を
開
き
、

一
九
七
四
年
に
は
石
井
桃
子
ら
と
共
に
財
団
法

人
東
京
子
ど
も
図
書
館
を
設
立
す
る
に
至
り
ま

す
。松

岡
さ
ん
が
見
す
え
る
の
は
読
書
文
化
の
さ

ら
な
る
飛
躍
で
す
。
先
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
こ

の
た
び
、
わ
た
し
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
こ
こ
ろ
ざ
し
の
あ
る
若
い
人
た
ち
が
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
発
展
と
普
及
に
力
を
つ

く
し
て
下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
結

ば
れ
て
い
ま
す
。

※	

そ
の
後
、
松
岡
享
子
様
は
令
和
四
年
一
月

二
十
五
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
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「思い出　卒業証書」　竹中　義明（１回生）

「テーブルセンター」　藤村　洋子（６回生）

「襖に鹿」　林　佐名哉（７回生） 「はばたく鶴」　林　佐名哉（７回生）

「思い出　修学旅行」
竹中　義明（１回生）

「秋彩　福島県裏磐梯」
第 28回垂水写真作家協会会員展

大和　啓子（７回生）

紙 上 作 品 展
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「つまみ細工」　坂口　綾子（８回生） 「式服ドレス」　平沼加代子（15回生）

半世紀前の作品「押し絵　兜」
奥野真由美（17回生）「沖縄　本部島」　石岡　宗樹（17回生）

「飛鳥のスケッチ」
2021 年全日本読売写真クラブ展

井上　基子（８回生）
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「篆刻」
コープカルチャー西神戸作品展

岡田　邦夫（17回生）

「綾傘鉾」
垂水マスターズクラブ第７回写真展

岡田　邦夫（17回生）

「サマーヤーンセーター　アンサンブル」
真期　晴代（17回生） 「マスコット人形」　真期　晴代（17回生）

阿部　洋子（17回生）

歌敷山中学校同窓会会報（16）



「コギン刺し」　高杉　優子（17回生）

「シャドウボックス」
高杉　優子（17回生）

「古稀　大 の書」
2021 年 11月　原田の森ギャラリー

座本　大 （17回生）

※コロナ感染防止のため学校行事に参加できず静かな活動状況を紙上作品展とする。　同窓会会長　山口　雅登
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＊同窓会近況報告・メッセージ（令和３年） 2021 年 11 月末現在

1 １回生　Ｋ組 竹中　義明

御逝去の報に接し、元気だった前会長濵田豊機さん、理事の伊藤
宏さんの姿が思い起こされ、信じられない気持ちです。ご生前のご
功績を偲び、心よりご冥福をお祈り申し上げます。今年（Ｒ４年）、
米寿を迎えます。年相応に元気で過ごしております。

2 ２回生　Ｅ組 祖多佳代子

自立して普通に生活出来て居る事は感謝です。同級生も割と元気
にして電話等で連絡しながら無事を確かめています。主人と二人で
生活している方々も少しになりましたが、幸い子や孫が度々電話く
れます。

3 ３回生　Ａ組 青木　公輔 改めて原稿用紙にたっぷり記します。想い出話は山程有りますの
でお楽しみを。（別途掲載）

4 ３回生　Ｂ組 山下　英世 何とか元気で過ごしています。

5 ３回生　Ｂ組 吉岡昭一郎
３回卒の 84 歳　吉岡昭一郎ですが、濵田豊機前会長、６回生の
伊藤宏様の訃報を知り残念。３回の原田君も他界し淋しい限りです。
ご冥福をお祈り申上げます。

6 ３回生　Ｃ組 林　　照夫 コロナ被害の収束を願いながら適度の運動を毎日続けて元気に過
ごしています。

7 ３回生　Ｅ組 有井　正綱 生き残りし者も少なくなり音さた少なし、卒業生。

8 ３回生　Ｇ組 那須　悦子
85 歳を過ぎれば足腰が悪く外出が難しくなって参りました。長引
くコロナのため精神的にもしんどいかぎりです。皆様のご健康をお
祈りいたします。

9 ３回生　Ｈ組 田中　昌子 コロナ禍が収束し平穏な日常生活がもどることのみ祈りつつ、一
日一日を大切に感謝して生きております（85 歳）。

10 ４回生　Ｂ組 亘　　弘子

おかげさまでコロナに負けず過ごしています。NHK学園で学び
直し？の学習をしています。新しい学習。毎日ワクワク楽しく元気
に過ごしています。レポート、試験にも挑戦！老い学ぶのもいいも
のです。

11 ４回生　Ｂ組 山上　俊夫 オカリナとコーラス各クラブに参加し楽しんでおります。

12 ４回生　Ｆ組 荒井登志子 結婚して（昭和 34 年４月）名古屋に住み続けています。84 歳で
元気にしています。

13 ５回生　Ａ組 神部　元成 又、オミクロン大変ですね。再会出来る事を願います。バドと畑
仕事頑張ってます。

14 ６回生　Ａ組 尾㟢　茂子

進学先が就職先となり、その所在地である吹田市に 63 歳で定年
退官した後も、住み続けております。年と共に同窓会への出席が難
しくなってしまいました。（同期の伊藤宏さんが亡くなられた事を
「同窓会中止のお知らせ」を読み知りました。心よりお悔やみ申し
上げます。）

15 ６回生　Ａ組 牟田口昌彦
コロナウィルスへ感染しない様に旅行や外出は控えております
が、月に２、３回のゴルフをして元気に過ごしております。同窓会
の益々の発展を祈念しています。

16 ６回生　Ｄ組 橋原美知子 元気にしております。コロナが落着いて友達と行き逢える様にな
ればと思っています。

17 ６回生　Ｅ組 児新　善夫

コロナ禍で皆さんはいかがお過ごしですか。私は最近、腰と膝に
ガタが来ました。昔は、走ることには自信があったのですが、今は
その自信も無く、小さな家庭菜園で頑張っており、日々穏やかに過
ごしております。
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18 ６回生　Ｅ組 小林　啓子 色々な故障と付き合いながら、楽しく日々を過ごしています。

19 ６回生　Ｅ組 伊達　愛子
只今同窓会からのお知らせを拝見し、同期の伊藤宏さんのご逝去
を知り驚いています。今年初め頃は、今年も同窓会のお手伝いは頑
張ります、といただいていました。ご冥福をお祈りいたします。

20 ６回生　Ｇ組 今井　　功

６回生の同期会の世話役を永年勤めていただいた伊藤宏君が亡く
なられました。今年初めの便りでは、同窓会本部の役職は離れたが、
わが６回生同期会の世話役は今後も続ける所存であり、次期同期会
のタイミングと大義名分を模索していると書かれていただけに、今
回の訃報には驚きました。ご冥福をお祈りします。

21 ６回生　Ｇ組 渡辺　　豊 現在 82 歳、18 歳で神戸を離れ、皆様と接触する機会がなくなり
ました。本会の発展を祈念しております。

22 ７回生　Ｄ組 林　佐名哉
兵庫県はコロナ宣言で自粛していましたが、解除されてイザ、マ
イコートへと、ゲートボールにグラウンド・ゴルフといろいろな行
事に参加したいと思っています。

23 ７回生　Ｅ組 片山三知子 老々介護で面白い（まとはずれの）会話をしながらすごしていま
す。

24 ７回生　Ｆ組 黒島　陸枝 新鮮な野菜、豆作りに頑張ってます。お陰で元気です。

25 ７回生　Ｆ組 山上　淑子

濵田豊機様、伊藤宏様ご冥福をお祈り申し上げます。私は今一人
暮し、毎日早朝５：30 より約 30 〜 40 分散歩し、朝昼夜の食事、10
時３時のおやつもしっかり食し、元気に趣味の手芸、パズルを楽し
んでおります。

26 ８回生　Ａ組 北畠　哲夫 元気でやってます。コロナにも負けず。

27 ８回生　Ａ組 坂口　綾子 皆様と楽しく集える日が早く訪れるよう楽しみにしております。

28 ８回生　Ｂ組 喜多　嘉男 毎日、ウォーキングを楽しく頑張っています。

29 ８回生　Ｃ組 森田　　勲 身体もだいぶガタが来ましたが、いたって元気に過ごしておりま
す。コロナ終息の後一日も早い総会開催願っております。

30 ８回生　Ｄ組 下里　尚信 コロナ嵐がすぎる迄、巣籠りしています。

31 ８回生　Ｈ組 藤井　靖之 健康と思っていますが、年１回の検診で引っかかっていますが、
そのまま診てもらわなくてもOKのようで喜んでいます。

32 ８回生　Ｉ組 早川　弘子
同窓会もなかなか開催されず残念です。でも東京ではコロナ感染
者が２ケタとなり、かなり嬉しいことです。あとしばらくですネ。
皆々様とお目にかかれる日を楽しみにしております。

33 ９回生　Ｂ組 沼舘　廣彦 各種の活動が再開されて忙しくなりそうです。元気が出てきまし
た。早速年末忘年会のおさそいがきました。楽しみです。

34 ９回生　Ｅ組 浜野　元一 元気にすごしています。

35 ９回生　Ｇ組 東山　彰子 何とか元気にしています。

36 ９回生　Ｈ組 左　　吉宏
垂水、霞ヶ丘に居付いて 74 年。体力維持の為グランドゴルフと
毎日歌敷山公園でラジオ体操をしアジュール舞子迄のウォーキング
を続けています。

37 10回生　Ｊ組 田中　正剛 孫が歌中の２年生です。

38 11回生　Ａ組 竹㟢　壽子 新型コロナウィルスで世の中大変ですね。一日一日をすこしでも
楽しく過ごせたらうれしいです。
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39 11回生　Ｂ組 北川　　守

元気に自粛生活を過ごしていますが、つくづくとコミュニケー
ションの大切さを思い知らされています。併せて経年につれて同朋、
先輩との別れが増えるのが切ないこの頃です。歌中、いつまでも栄
えあれ！！

40 11回生　Ｄ組 柏木　悦子 早くコロナが終ることを祈ります。現在のところは元気に老人会
また稽古事等で頑張っています。

41 11回生　Ｄ組 牧野千鶴子
こんにちは、卒業して早や 62 年ですが、コロナで皆様に会えな
いのが残念です。シニア会でも会えなくて（皆様）早く会いたいで
すネ。

42 11回生　Ｄ組 山本寿美子 同期の濵田豊機さんが亡くなられたとのお知らせに驚いておりま
す。ご冥福をお祈りいたします。

43 11回生　Ｆ組 鈴木茉由美

「訃報欄　今日又ひとり凍星（いてぼし）に」著名人が昨今毎日
のように旅立って行かれます。私達と余り離れていない方達なのに。
淋しい事です。あと少し、あと数年好きなコーラス続けます。後に
なりましたが亡くなられた方々の御冥福をお祈り申上げます。

44 11回生　Ｈ組 中井　峯生 元気です。

45 11回生　Ｈ組 山下　和代

コロナ禍でお会い出来ずにいる中、前会長の濵田氏、前理事の伊
藤氏の訃報を受け取り残念で仕方ありません。ご冥福をお祈りいた
します。私は義母の介護でバタバタしておりますが、元気にしてお
ります。

46 11回生　Ｉ組 藤井　英明 シニアカレッジに通いながら出勤もしています。

47 11回生　Ｉ組 安田　篤行
コープのお弁当マイクルの配達を始めてからもう８年になります
が、定年が 80 才なので後２年半。がんばってやるつもりです。ボ
ケ防止と健康面でプラスになっています。

48 13回生　３組 坂口　邦彦 各種ボランティア活動で元気にしています。同窓生皆様のご健勝
をお祈りいたします。

49 13回生　３組 竹内　信子 コロナワクチン接種も６月に無事に済ませる事も出来ました。

50 14回生　６組 河野　和子

コロナ禍ですが、細々とホタルの幼虫放流、ホタルの集い、公園
のあじさい植栽、手入れ、掃除・・と活動を続けています。来年の
６月末から７月にかけて名谷町中山の「転法輪寺」に舞うホタルの
姿を見に来て下さい。

51 14回生　13組 赤松　雅人 コロナ以外は平穏な日々です。

52 15回生　５組 玉中　光雄 体調不良で自由に外出できない状況です。なんとかやっています。

53 15回生　５組 中村　光政 元気にしています。コロナ禍での総会中止は残念ですが、又皆様
に会えることを楽しみにしています。

54 15回生　７組 永来　静夫

２年前に発症したパセドー病の影響で目の方にきて、過去３回入
院しました。今月再度入院して手術の予定です。多分最後の手術だ
と思っています。体は元気で、空手協会に元気に週２〜３回通って
います。

55 15回生　７組 平沼加代子

知人に 90 歳迄私生きるわ！と言ったら、100 歳までにしといた方
が良いよ！そしたら 90 歳以上生きられるからね。今年は着物を出
来るだけ着ようと思っている。今の内。たんすのこやしにはしない。
美しく年を重ね様ね、皆様！
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56 15回生　９組 西島すみ子 孫達の活躍、成長に感動したり、趣味を楽しんで過ごしておりま
す。

57 15回生　12組 岡田　英男
2020 年で完全リタイアし、遊び人です。趣味の社交ダンスで、健
康維持に努めています。早く日常が戻って、同窓会が開かれる事を
願っています。

58 16回生　12組 松下　秀樹
昨日 72 才になりました。70 才以降になって健康年齢ってあるの
だなと実感しています。若い積りでしたが、これから維持に努めま
す。

59 17回生　１組 座本　芳博 書家「古希・大汪の書」を古希記念として原田の森美術館２階大
展示室にて開催します。11 月５日〜 11 月７日まで。

60 17回生　２組 吉森　和子

主人は、断酒 11 年。私の病もあり毎週２人で通院。ドクターや
スタッフにめぐまれ、病院での断酒会や家族会に楽しく参加。先日、
膝が「レベル４手術段階」の宣告。見た目年齢 100 越え。鏡には「か
わいいよ」といってやる。皆様もごきげんよく。

61 17回生　２組 岡田　邦夫
はやり病の為、お酒を飲みに行けませんでした。そのため一人で
映画に行ったりDVDを見たりと過ごしていました。みんな早く飲
みに行こう！！

62 17回生　３組 阿部　洋子 元気でボランティア活動に参加しています。

63 17回生　３組 大橋　邦夫 今はコロナ禍、粛々と年金生活を、またゴルフ人生を送っており
ます。

64 17回生　３組 藤本　純子

コロナ禍でいろんな制約を受けながら、社協の支援を得てボラン
ティア活動を始めましたが、ヒザの故障で皆さんに助けていただい
ています。濵田さんと伊藤さんの訃報には驚きました。近所ですの
で偶然お会いする事もあり、会報では伊藤さんには特にお世話にな
りました。同窓会設立当時の苦労話を１回生、２回生の方々からお
聞きする度に、その経緯の重要性と共にいろんな方々の想いを大切
に同窓会活動に生かせればと思います。念願のＨＰが開設されると
交流の場が広がり、各地で各回生の活動状況が報告されるのを楽し
みにしています。

65 17回生　４組 鳥井田剛一

私の提唱した舞子小学校昭和 38 年３月卒業生の古希祝い同期会
が２年続けて延期となりましたが、コロナ終息後、開催致しますの
で関係者の皆さんお待ち下さい。又、この同期会に関心のある方は
鳥井田までご連絡下さい！　ＴＥＬ・ＦＡＸ（06）6416 － 7014

66 17回生　４組 山際　　丈
ホームページのリニューアルが出来ました。同窓生の皆様の活用
をお願いします。私事では、この歳で初孫が出来ました。体力的に
孫守りは無理です。

67 17回生　５組 生方　享司 塩屋でクリニックを開業して 30 年を過ぎました。。そろそろ引退
の準備をしています。

68 17回生　５組 阪口　礼子 夫が今年２月に永眠し、今は 12 歳のダックスフンドと毎日を過
ごしています。

69 17回生　６組 桑原　仁志 元気に楽しくシニアライフを過ごしています。

70 17回生　６組 三田　雄策 あいかわらず唯我独尊で余生を楽しんでいます。皆様も「呑む、
書く、唄う」を忘れぬように―！
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71 17回生　６組 真期　晴代
2000 年よりウォーキンググループに入り 21 年。月２回、67 才か
ら 80 才までの年齢差もありますが、10 人ほどで楽しく歩いてます。
コロナに負けず頑張りましょう。

72 17回生　７組 前田喜美子 平穏に暮らしています。

73 17回生　７組 伊藤　　博 自宅横を通る相模川右岸堤防道路のウォーキング＆バードウォッ
チングを週５回程度続けており元気にしています。

74 17回生　７組 冨士　健二 市民花壇の世話と民生委員の活動は、コロナ禍でもやり続けてい
ます。

75 17回生　９組 市川　隆司 70歳を越えまして、体力維持に気をつかうようになりました。皆々
様もご健勝であられますようお願いします。

76 17回生　10組 川口　　勝 只今療養中

77 17回生　10組 西村　清矢 2021 年８月出港予定のクルーズは中止になり、2022 年８月出港
予定！！世界一周北周り（スエズ運河、パナマ運河通過）。

78 17回生　12組 泉　光多郎 毎日孫の子守りで大変です。元気にやっています。

79 18回生　13組 櫻井須美夫 元気で仕事がんばってます。

80 19回生　４組 柴木　　恒 元気にすごしております。令和４年は古希となりますので集まり
たいです。

81 19回生　８組 塩谷　隆則 今年３月に４社の役員を全て退任し、また新たな目標を見つけて
スタートしました。

82 20回生　４組 森崎　俊夫 コロナ禍でありますが仕事も続けて元気で頑張っています。早く
以前の生活環境になることを祈っております。

83 20回生　５組 中原　憲造
４人目の孫にびっくり。長女の第二子（長女）は１歳４ヶ月。も
う机に座ってロリロリから丸丸を色鉛筆で書いている。外にでれば
親をおいてスタスタ。なんか自信タップリ。

84 22回生　３組 鳥羽　淳詞 （株）神戸新聞会館特別顧問

85 24回生　４組 林　　隆嗣

現在、高齢再雇用フルタイムで神戸中央郵便局に勤務して、区内
全域をかんぽ生命保険の集金と営業で、毎日必死のパッチでやって
います。65 才まであと１年たらずですが悔いのないようにやりきり
ます。令和４年４月からかんぽ生命に出向予定です。

86 26回生　６組 酒井　丈子

皆様お元気ですか？with コロナから２年を経過するのに未だ情
報に右往左往の毎日です。あっという間の２年でしたが、とりあえ
ず元気に孫守り＆パートに励んでいます。今いる自分の場所で精一
杯頑張りましょう……しかないですね♬

87 29回生　２組 加藤　成久 （社福）神戸聖隷福祉事業団に勤めています。

88 29回生　２組 関口比佐子

現在は小学校で児童クラブと交通指導員の仕事を継続していま
す。私の子供達も結婚をして、まごやひまご達も近くにいるので楽
しく生活をしています。一日も早くコロナがおちつき、みなさんで
会えることができますように祈ります。

89 29回生　２組 松下　聡子

私達29回生は2022年度に還暦を迎えます。卒業して45年。皆さん、
それぞれ様々な人生を歩んで来られたと思います。コロナ収束を願
い、いつの日か 29 回生の皆さんと笑顔で再会できる事を楽しみに
しています。
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90 29回生　７組 河内奈緒美 来年は我々が還暦を迎える記念の年。コロナが落ち着いてみんな
で集まれる事を願っております。

91 67回生　５組 小川　　絃

現在、北の大地にて「よさこい」をはじめとする「お祭り」を
大学のサークルとして活動しております。来年度は札幌雪祭りや
YOSAKOI ソーラン祭りが開催予定とのことなので、コロナ禍で暗
く沈んだ日々に「笑顔と元気」をお祭りを通して届けたく思います。
ぜひいらしてください。

92 69回生　６組 武田　史明 勉強を頑張ってます。

多額の寄付をありがとうございます
辻　　宏治　様（29 回生）　　山口　芳典　様（９回生）　　小柴　雅徳　様（17 回生）

再掲

【バレーボール部　ＯＢ・ＯＧ会　開催について】
30回生　中岡　達也

同総会員の皆さん、コロナ禍の中元気におすごしでしょうか？
今回バレーボール部のＯＢ・ＯＧ会の開催を計画しています。私が在学中の顧問の先生は、男子部
は浅野先生、加藤先生、西村先生で、女子部は古本先生、高橋先生でした。
歌中同窓会は、同期生の横の繋がりでは何回か行いましたが、部活毎の先輩・後輩の縦の繋がりで
の同窓会は初めてなので、どのようになるか、またどれくらいの先輩、後輩の方々が集まって頂ける
のか、まったくわかりませんが計画しています。
賛同される方、懐かしく思ってもらえる方が居られましたら一度連絡して下さい。元バレーボーラー
皆で集まり、懐かしい昔話で盛り上がりましょう。
下記にご連絡お待ちしてしております。よろしくお願いいたします。

＜連絡先＞
　30 回生　中岡　達也
　mail:t .nak .kan .380730+VOLLEY@gmai l .com
　＊又は同窓会本部　山口までお問い合わせ頂いても結構です。
　TEL：０７８－３０２－９０９３（自宅）　mail:tom-miki@topaz .ocn .ne . jp

＊物故者（お亡くなりになった方々のご冥福をお祈り申し上げます）
　　（１回生　Ｆ組）　松岡　享子　　　　　　　（８回生　Ａ組）　森　　吉正
　　（１回生　Ｋ組）　辻元みさ江　　　　　　　（11回生　Ｉ組）　濵田　豊機
　　（３回生　Ｃ組）　岩佐　利彦　　　　　　　（14回生　２組）　清水　信子
　　（３回生　Ｈ組）　三木　　寛　　　　　　　（15回生　16組）　岩田　憲二
　　（３回生　Ｊ組）　北谷　信也　　　　　　　（16回生　３組）　大塚　繁雄
　　（６回生　Ａ組）　伊藤　　宏　　　　　　　（18回生　10組）　井上　幸子
　　（６回生　Ｂ組）　久保　廣見　　　　　　　（19回生　11組）　廣岡　隆昭
　　（６回生　Ｆ組）　大西　芳子
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❖ 

二
代
目
会
長　

濵
田
氏
を
偲
び

十
一
回
生　

藤
井　

英
明

突
然
の
訃
報
に
驚
き
ま
し
た
。
同
窓
会
監
事

の
酒
井
康
夫
さ
ん
か
ら
、
濵
田
豊
機
君
が
四
月

一
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
と
の
メ
ー
ル
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
全
く
突
然
の
知
ら
せ
で
お
悔
や
み

に
と
思
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
残

念
な
が
ら
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

濵
田
君
と
は
歌
中
十
一
回
生
、
星
陵
十
五
回

生
と
同
期
生
で
、
彼
が
高
校
時
代
に
Ａ
Ｆ
Ｓ
の

留
学
生
と
し
て
渡
米
す
る
と
き
も
神
戸
駅
ま
で

見
送
り
に
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
高

校
卒
業
以
降
は
何
か
と
同
窓
会
の
世
話
を
共
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
年
に
な
り
、
濵
田
君
か
ら
竹
中
義
明

会
長
の
後
を
受
け
継
ぐ
事
に
な
っ
た
の
で
協
力

し
て
く
れ
な
い
か
と
相
談
を
受
け
、
私
が
副
会

長
を
お
受
け
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
の
総
会
前
に
、
肺
気
腫
を
患
い

お
見
舞
い
に
行
き
ま
し
た
が
、
出
席
で
き
な
い

の
で
会
長
代
理
を
務
め
て
下
さ
い
と
の
事
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
濵
田
君
は
平
成
二
十
七

年
に
現
会
長
の
山
口
雅
登
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
ま
で
十
七
年
間
に
亘
り
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
同
窓
会
総
会
の
開
催

方
式
は
彼
が
導
入
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
他

の
行
事
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
今
日
の
同
窓

会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

彼
が
各
式
典
で
挨
拶
さ
れ
る
た
び
に
「
人
類

愛
」
を
説
か
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
し
た
。

昨
年
秋
に
電
話
で
話
し
た
の
が
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
友
人
と
し
て
掛
け
替
え
の
な
い
思

い
出
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

天
国
で
同
窓
会
を
し
ま
し
ょ
う
。
本
当
に
心
か

ら
あ
り
が
と
う
。
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
く

だ
さ
い
。

❖ 

理
事 

六
回
生 

伊
藤
氏
を
思
い
て

六
回
生　

藤
村　

洋
子

私
達
六
回
生
は
総
会
に
顔
を
合
わ
す
だ
け
で

し
た
が
、
卒
業
六
十
周
年
記
念
同
期
会
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、
伊
藤
君
、
西
野
さ
ん
、
服
部

さ
ん
を
中
心
に
準
備
の
た
め
そ
の
一
年
前
か
ら

垂
水
の
喫
茶
ブ
ラ
ジ
ル
で
毎
月
集
ま
り
一
層
仲

良
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
一
組
二
名
ず
つ
、

二
十
名
く
ら
い
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し

ん
だ
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
卒
業
六
十
五
周
年

記
念
同
期
会
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
で
延
期
に
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
と
思
っ
て

い
た
矢
先
で
し
た
の
で
、
と
て
も
残
念
で
す
。

い
ろ
い
ろ
お
世
話
し
て
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

歌敷山中学校同窓会会報（24）



Ｓ
22
・
4	

霞
ヶ
丘
中
学
校
と
し
て
発
足
、
初
代
校
長　

岸
田
永
貫
着
任

　

23
・
3	

舞
子
中
学
校
独
立
分
離

　
　
　

4	

西
倉
福
一
教
頭
着
任

　
　
　

5	

本
校
を
現
垂
水
中
の
処
に
移
す

　

24
・
11	
霞
ヶ
丘
、
舞
子
中
学
校
を
統
合　

歌
敷
山
中
と
改
称　

現
在
地
に
新

校
舎
（
12
教
室
）
完
成

　

25
・	

5	
歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
の
発
足
と
規
約
発
表

　
　
　

	

8	

増
築
校
舎
（
16
教
室
）
完
成　

新
校
舎
に
移
る　

垂
水
分
教
場
に
1

年
生
が
残
る

　

26
・
9	

垂
水
分
教
場
に
新
校
舎
（
16
教
室
）
完
成

　

27
・
4	

垂
水
中
学
校
独
立
分
離
、
第
2
代
校
長　

松
岡
敏
郎
着
任

	
	

柴　

勇
作
教
頭
着
任

　

31
・
4	

服
部　

孝
教
頭
着
任

　

32
・
8	

第
1
期
鉄
筋
校
舎
完
成
（
1
号
館
）

　

33
・
8	

兵
庫
県
中
学
校
駅
伝
優
勝

　

35
・
3	

第
2
期
工
事
（
講
堂
兼
体
育
館
）
完
成

　
　
　

4	

第
3
代
校
長　

堀　

敏
夫
着
任

	
	

柏
木　

武
教
頭
着
任	

　

36
・
3	

旧
2
号
館
（
木
造
2
階
建
）
北
パ
イ
プ
教
室
焼
失

　
　
　

8	

第
3
期
鉄
筋
校
舎
（
1
号
館
）
増
築
完
成

　
　
　

11	

第
4
期
鉄
筋
校
舎
（
9
教
室
）
現
2
号
館
完
成

　

37
・
4	

小
川
絢
夫
教
頭
着
任

　
　
　

9	

第
2
運
動
場
完
成

　
　
　

11	

正
門
完
成

　

38
・
4	

第
4
代
校
長　

丹
羽
泰
行
着
任

　

39
・
8	

プ
ー
ル
建
設
工
事
完
成　

プ
ー
ル
開
き

　

40
・
4	

中
藤
光
夫
教
頭
着
任

　

41
・
4	

第
5
代
校
長　

松
井
富
左
一
郎
着
任

　

42
・
3	

舞
子
中
学
校
独
立
分
離

　
　
　

4	

水
野
一
也
教
頭
着
任

　
　
　

11	

創
立
20
周
年
記
念
式
典
な
ら
び
に
記
念
像
除
幕

　

46
・
4	

藤
原
隆
夫
教
頭
着
任

　

47
・
3	

4
号
館
鉄
筋
校
舎
完
成

　
　
　

4	

第
6
代
校
長　

前
田
光
一
着
任

　

48
・
2	

中
庭
に
池
完
成

　
　
　

7	

3
号
館
鉄
筋
に
改
築

　
　
　

11	

1
号
館
～
4
号
館
に
渡
り
廊
下
設
置

　

49
・
7	

3
・
4
号
館
各
4
教
室
の
増
築

　
　
　

8	

運
動
場
大
時
計
取
付

　

50
・
4	

中
塩
田
鶴
子
教
頭
着
任

　
　
　

9	

「
亮
天
功
」
の
石
碑
の
建
立
並
び
に
除
幕
式

　

51
・
1	

全
日
本
よ
い
歯
の
表
彰
5
年
連
続
表
彰

	
	

神
戸
市
よ
い
歯
の
表
彰
最
優
秀
校
受
賞

　
　
　

9	

神
戸
市
社
会
福
祉
事
業
協
力
者
賞
受
賞

　
　
　

10	

ソ
ニ
ー
理
科
教
育
振
興
資
金
優
秀
賞
受
賞

　

52
・
4	

鷹
津
郁
朗
教
頭
着
任

　
　
　

6	

市
民
図
書
室
開
設

　
　
　

11	

創
立
30
周
年
記
念
式
典　

学
校
保
健
、
文
部
大
臣
賞
を
受
賞

　
　
　

	
	

「
奉
仕
」
の
道
・
憩
の
広
場
、
岩
石
園
、
英
知
の
泉
の
完
成

　
　
　

12	

創
立
30
周
年
記
念
カ
プ
セ
ル
を
第
1
教
材
園
に
埋
め
る

　

53
・
1	

全
日
本
よ
い
歯
の
表
彰　

10
回
連
続
表
彰

　
　
　

3	

文
部
大
臣
賞
受
賞
記
念
岩
石
園
、
日
時
計
の
完
成

　
　
　

11	

全
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
受
賞

　
　
　

	
	

同
窓
会
再
建
準
備
委
員
会
発
足

　

54
・
2	

歌
中
の
合
い
こ
と
ば
・
生
活
信
条
プ
レ
ー
ト
完
成

　
　
　

	
	

第
7
代
校
長　

細
見
英
太
郎
着
任

　
　
　

11	

奥
村
賞
推
薦
賞
を
受
賞

　

55
・
3	

奥
村
賞
記
念
碑
「
よ
い
歯
を
生
涯
保
健
の
た
め
に
」
の
除
幕

　
　
　

4	

奥
野　

拡
教
頭
着
任

　
　
　

6	

同
窓
会
総
会　
（
母
校
講
堂
）
同
窓
会
規
約
改
定
（
第
1
回
）

	
	

竹
中
義
明
（
1
回
生
）
会
長
に
就
任　

約
1,000
名
の
卒
業
生
並
び
に
職
員
参
集

　
　
　

12	

同
窓
会
会
報
第
1
号
発
行

　

56
・
4	

第
8
代
校
長　

高
見
興
作
着
任

　
　
　

8	

第
1
運
動
場
の
防
球
ネ
ッ
ト
完
成

　

57
・
2	
旧
2
号
館
（
木
造
校
舎
）
の
解
体
、
撤
去

　
　
　

5	
増
築
校
舎
（
5
号
館
）
並
び
に
付
属
施
設
・
設
備
の
設
置
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11	

同
窓
会
総
会

　

	
	

・
母
校
創
立
35
周
年
記
念
総
会
（
母
校
講
堂
）

	
	

・
同
窓
会
会
員
名
簿
発
行

　

58
・
4	

第
9
代
校
長　

陸
井
豊
一
着
任

　
　
　

11	

南
門
完
成

　

59
・
4	

高
木
隆
芳
教
頭
着
任

　
　
　

10	
同
窓
会
総
会
（
母
校
講
堂
）

　

62
・
4	
第
10
代
校
長　

坂
本　

繁
着
任

　
　
　

8	
同
窓
会
総
会
・
母
校
創
立
40
周
年
記
念
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）

　

63
・
4	

第
11
代
校
長　

松
下
正
太
郎
着
任

　
　
　

7	

市
総
体
水
泳
総
合
優
勝

Ｈ
1
・
4	

岡
田
芳
朗
教
頭
着
任

　
　
　

11	

同
窓
会
総
会

　

2
・
4	

第
12
代
校
長　

小
野
博
正
着
任

　

3
・
4	

星
陵
台
中
学
校
独
立
分
離

	
	

後
藤
達
人
教
頭
着
任

　
　
　

9	

新
し
い
髪
型
に
な
る
（
男
子
長
髪
）

　

4
・
4	

白
倉　

猛
教
頭
着
任

　
　
　

7	

天
津
市
教
育
局
ス
ポ
ー
ツ
訪
日
団
来
校

　
　
　

9	

第
2
土
曜
日
が
休
業
日
と
な
る

　
　
　

10	

天
津
市
教
育
局
訪
日
団
来
校

　
　
　

11	

歌
中
創
立
45
周
年
記
念
同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）

　

5
・
4	

男
子
制
帽
の
自
由
化　

武
道
館
落
成
式

　
　
　

8	

中
国
天
津
市
実
験
中
学
校
と
友
好
提
携
を
結
ぶ

　

6
・
4	

第
13
代
校
長　

安
東　

保
着
任

　
　
　

11	

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）

　

7
・
1	

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生　

講
堂
、
正
門
周
辺
お
よ
び
校
庭
南
側
ブ

ロ
ッ
ク
塀
・
フ
ェ
ン
ス
・
プ
ー
ル
な
ど
に
被
害　

避
難
所
設
置

　
　
　

4	

第
4
土
曜
日
が
休
業
日
と
な
る

	
	

尾
崎
幸
夫
教
頭
着
任

　

9
・
4	

第
14
代
校
長　

森
本
和
彦
着
任

	
	

常
深
源
三
郎
教
頭
着
任

　
　
　

11	

創
立
50
周
年
記
念
式
典
（
明
石
市
民
会
館
）

　

10
・
9	

母
校
創
立
50
周
年
記
念
事
業
実
施
（
体
育
館
舞
台
緞
帳
幕
・
袖
幕
・

一
文
字
幕
及
び
機
械
設
備
一
式
新
設
）

　
　
　

11	

創
立
50
周
年
記
念
同
窓
会
総
会
（
新
装
舞
子
ビ
ラ
）

	
	

・
同
窓
会
会
長　

濵
田
豊
機
（
11
回
生
）
新
会
長
に
就
任

	
	

・
同
窓
会
規
約
改
定

　

11
・
4	

臼
井
博
美
教
頭
着
任

　
　
　

10	

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

12
・
4	

第
15
代
校
長　

井
上
光
利
着
任

	
	

河
本
博
行
教
頭
着
任

　
　
　

9	

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

13
・
4	

中
村
誠
孝
教
頭
着
任

　
　
　

9	

1
・
4
・
5
号
館
外
壁
補
修
完
了

　
　
　

10	

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

14
・
4	

吉
田
純
一
教
頭
着
任

　
　
　

9	

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

15
・
4	

第
16
代
校
長　

角　

孝
雄
着
任

　
　
　

10	

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

16
・
4	

中
溝
茂
雄
教
頭
着
任

　
　
　

10	

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

17
・
3　

56
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4　

59
回
生
入
学
式

　
　
　

5	

母
校
学
校
公
開

　
　
　

10	

同
窓
会
総
会
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

18
・
3　

57
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4	

根
岸
恒
夫
教
頭
着
任

　
　
　

	
	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

60
回
生
入
学
式

　
　
　

7	

校
舎
耐
震
補
強
工
事
開
始

　
　
　

8	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
中
止
）

　
　
　

9	

体
育
会

　
　
　

10	

文
化
発
表
会

　
　
　

11	

同
窓
会
総
会
11
月
4
日
（
土
）
午
後
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

	
	

2
年
生
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　

19
・
3　

58
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式　

い
こ
い
の
広
場
改
修
工
事

　

	
4	

第
17
代
校
長　

岡
本
壽
美
雄
着
任　

　
　
　

	
	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

61
回
生
入
学
式

　
　
　

6	
歌
中
ふ
れ
あ
い
懇
話
会　

学
校
評
議
委
員
会

	
	

2
年
生
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

歌敷山中学校同窓会会報（26）



　
　
　

7	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

9	

母
校
創
立
60
周
年
記
念
事
業
実
施
（
桜
植
樹
、
屋
外
時
計
柱
改
修
等
）

　
　
　

	
	

母
校
創
立
60
周
年
記
念
体
育
会

　
　
　

10	

母
校
創
立
60
周
年
記
念
文
化
発
表
会

　
　
　

11	

同
窓
会
総
会
11
月
10
日
（
土
）
午
後
（
舞
子
ビ
ラ
）
開
催

　

20
・
3　

59
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4	
藤
本
昭
宏
教
頭
着
任

　
　
　

	
	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

62
回
生
入
学
式

　
　
　

6	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

9	

体
育
会

　
　
　

10	

文
化
発
表
会

　
　
　

11	

同
窓
会
総
会　

2
年
生
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　

21
・
3　

60
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

63
回
生
入
学
式

　
　
　

6	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会　

	
	

2
年
生
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　

8	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

9	

体
育
会

　
　
　

10	

文
化
発
表
会

	
	

同
窓
会
総
会

　

22
・
3	

61
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　

	

4	

第
18
代
校
長　

阪
田
俊
晃
着
任

　
　
　

	
	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）
64
回
生
入
学
式

　
　
　

6	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会　

2
年
生
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

　
　
　

8	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

9	

同
窓
会
設
立
60
周
年
事
業
実
施
（
歌
中
生
合
い
言
葉
・
生
活
信
条
プ

レ
ー
ト
改
修
、〝
亮
天
功
〟
石
碑
説
明
石
板
新
設
等
）

　
　
　

	
	

体
育
会

　
　
　

10	

文
化
発
表
会　

同
窓
会
設
立
60
周
年
記
念
同
窓
会
総
会

　

23
・
3　

62
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4	

齋
藤
公
誉
教
頭
着
任　

	
	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
1
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

　
　
　

	
	

65
回
生
入
学
式
（
二
三
五
名
入
学
）

　
　
　

6	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

9	

体
育
会

　
　
　

10	

文
化
発
表
会　

同
窓
会
総
会

　
　
　

12	

1
号
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
完
成
、
運
用
開
始

　
　
　

	
	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

24
・
3　

63
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
2
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

　
　

	
	

66
回
生
入
学
式
（
一
九
八
名
入
学
）

　
　
　

6	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

9	

体
育
会

　
　
　

10	

文
化
発
表
会　

同
窓
会
総
会

　
　
　

12	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
雨
天
中
止
）

　

25
・
3	

64
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

	
	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
3
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

　
　
　

4	

前
田
隆
彦
教
頭
着
任

	
	

67
回
生
入
学
式
（
二
四
八
名
入
学
）

　
　
　

6	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8	

陸
上
部
（
拠
点
校
部
活
）、
全
国
大
会
（
男
子
共
通
四
〇
〇
ｍ
）
出
場

　
　
　

9	

体
育
会

　
　
　

10	

文
化
発
表
会　

同
窓
会
総
会

　
　
　

12	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

26
・
3	

65
回
生
卒
業
式
、
同
窓
会
入
会
式

	
	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
4
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

	
	

１
号
館
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
稼
働
開
始

　
　
　

4	

第
19
代
校
長　

玉
橋
雅
人
着
任

	
	

68
回
生
入
学
式
（
二
二
九
名
入
学
）

　
　
　

6	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8	

第
１
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
工
事

　
　
　

9	

体
育
会

　
　
　

10	

文
化
発
表
会

　
　
　

11	

同
窓
会
総
会

　

27
・
3	

66
回
生
卒
業
式　

同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4	
今
井
敬
太
教
頭
着
任

	
	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
5
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

	
	

69
回
生
入
学
式
（
二
二
八
名
入
学
）
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6	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

	

8	

水
泳
部
、
全
国
大
会
（
男
子
二
〇
〇
ｍ
・
四
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
、

四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
）
出
場

　
　
　

9	

体
育
会

　
　
　

10	

文
化
発
表
会

　
　
　

11	

同
窓
会
総
会

	
	

・
同
窓
会
会
長　

山
口
雅
登
（
17
回
生
）
新
会
長
に
就
任

　
　
　

12	
歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

28
・
3	
67
回
生
卒
業
式　

同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
6
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

	
	

70
回
生
入
学
式
（
二
六
三
名
入
学
）

　
　
　

6	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8	

放
送
部
、
全
国
大
会
（
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
）
出
場

　
　
　

9	

第
69
回
体
育
会

　
　
　

10	

第
69
回
文
化
発
表
会

　
　
　

11	

同
窓
会
総
会

　
　
　

12	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

29
・
3	

第
68
回
卒
業
式　

同
窓
会
入
会
式

　
　
　

4	

第
20
代
校
長　

前
川
志
の
ぶ
着
任

	
	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
7
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

	
	

71
回
生
入
学
式
（
二
四
二
名
入
学
）

　
　
　

6	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

8	

サ
ッ
カ
ー
部
、
全
国
大
会
（
熊
本
県
）
出
場

　
　
　

9	

第
70
回
体
育
会

　
　
　

10	

第
70
回
文
化
発
表
会

	

　

	

母
校
創
立
70
周
年
記
念
事
業
実
施
（
英
知
の
泉
整
備
・
浄
水
ポ
ン
プ
3
台

更
新
、1
号
館
障
害
者
用
ト
イ
レ
整
備
、体
育
館
舞
台
袖
幕・一
文
字
幕
取
替
）

　
　
　

11	

同
窓
会
総
会

	
	

・
同
窓
会
規
約
改
定

　
　
　

12	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

30
・
１	

５
号
館
改
修
工
事
竣
工　

多
目
的
ホ
ー
ル
新
設
・
同
ホ
ー
ル
に
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
設
置

　
　
　

３	

第
69
回
生
卒
業
式　

同
窓
会
入
会
式

　
　
　

４	

吉
田
幸
司
教
頭
着
任

	
	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
放
）　

第
８
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

	
	

72
回
生
入
学
式
（
二
四
二
名
入
学
）

	　
　
　
　
　

「
神
戸
市
立
中
学
校
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
策
定
、
平
日
（
水
曜

日
）
及
び
週
休
日
（
土
・
日
曜
日
）
の
部
活
動
緩
和

　
　
　

６	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

　
　
　

８	

水
泳
部
全
国
大
会
出
場
（
女
子
一
〇
〇
ｍ
・
二
〇
〇
ｍ
自
由
形
）

　
　
　

９	

第
71
回
体
育
会

　
　
　

10	

第
71
回
文
化
発
表
会

　
　
　

11	

同
窓
会
総
会

　
　
　

12	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会	

	

31
・
1	

1
号
館
・
2
号
館
ト
イ
レ
改
修
工
事
竣
工

	

3	

第
70
回
卒
業
式　

同
窓
会
入
会
式

	

4	

沖
憲
治
教
頭
着
任

	
	

母
校
学
校
公
開
（
桜
の
学
校
開
校
）　

第
9
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
開
催

	
	

73
回
生
入
学
式
（
二
四
六
名
入
学
）

Ｒ
1
・
6	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
三
者
懇
談
会

	

8	

水
泳
部
全
国
大
会
出
場
（
女
子
五
〇
ｍ
自
由
形
・
一
〇
〇
ｍ
自
由
形
・

四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
）

	

9	

水
泳
部
国
民
体
育
大
会
出
場
（
女
子
五
〇
ｍ
自
由
形
・
一
〇
〇
ｍ
自
由

形
・
四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
）

	

9	

第
72
回
体
育
会

	

10	

第
72
回
文
化
発
表
会

	

11	

同
窓
会
総
会

	

12	

歌
中
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

Ｒ
2
・
3	

第
71
回
卒
業
式

	

4	

第
21
代
校
長　

藤
原
裕
之
着
任

	
	

74
回
生
入
学
式
（
二
二
九
名
入
学
）

　
　
　

10	

第
73
回
体
育
会
（
学
年
別
）

　
　
　

11	

第
73
回
文
化
発
表
会
（
一
部
中
止
）

Ｒ
3
・
3	

第
72
回
卒
業
式

	

4	

小
笹
美
賀
子
教
頭
着
任

	
	

75
回
生
入
学
式
（
二
五
三
名
入
学
）

	
10	

第
74
回
体
育
会
・
文
化
発
表
会
同
時
開
催

歌敷山中学校同窓会会報（28）



ホームページの更新について
同窓会事務局　山際　　丈（17回生）

長い間休止していました同窓会ホームページが令和３年４月より再開しました。未だ、すべて
のデータの更新は出来ていませんが、徐々にアップしていく予定です。
従来のものは、事務局からの情報の発信のみでしたが、今回のものでは閲覧者の皆さまのご意
見や情報のやり取りが可能となっています。
また、Facebook での送受信も可能とし、汎用性の高いシステムを目指しています。同窓生の
皆さま、ぜひ活用くださるようお願いします。
同窓会ホームページは、８回生の薮さんが、平成 22 年よりご自分で立ち上げられ広く活用さ
れていましたが、ご高齢や体調を崩されたことにより、維持管理が困難となり平成 28 年に休止
しました。つなぎのために、Facebook での情報提供をしていますが、容量や汎用性の問題から、
ホームページでの情報の発信が重要と今回リニューアルしました。

トップページ

歌敷山中学校同窓会会報 （29）



同窓会の歩み

歌敷山中学校同窓会会報（30）



１　

賛
助
金
、
支
援
金
ご
協
力
の
御
礼

（
事
務
局
、
財
務
委
員
会
）

　

本
年
度
も
総
会
開
催
に
当
た
り
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
会
員
の
皆
様

の
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
の
こ
と
な

が
ら
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
同

窓
会
へ
の
皆
様
の
熱
い
気
持
ち
を
大
切
に
し
、

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

２　

来
年
度
総
会
予
定
に
つ
い
て
（
事
務
局
）　

　

来
年
度
（
二
〇
二
二
年
度
）
総
会
は
、
舞
子

ビ
ラ
に
て
二
〇
二
二
年
十
一
月
五
日
（
土
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
学
年
記
念
同
期
会
と
併
せ

て
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
記
念
同
期
会
〕

　

十
三
回
生
（
六
十
周
年
）

二
十
三
回
生
（
五
十
周
年
）

三
十
三
回
生
（
四
十
周
年
）

四
十
三
回
生
（
三
十
周
年
）

３　

同
期
会
へ
の
助
成
金
に
つ
い
て

同
窓
会
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
各
学
年
主
催
の
「
同
期
会
」
を
開
催
す

る
時
に
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
条

件
に
同
窓
会
本
部
よ
り
助
成
金
が
出
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
同
窓
会
事
務
局
へ
連
絡
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
九
〇
ー
二
〇
一
〇
ー
〇
五
三
一

会報バックナンバー

各
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

歌敷山中学校同窓会会報 （31）



会　計　報　告
令和３年 3月 31 日現在

財 務 委 員 会

令和２年度（R2.4.1 〜 R3.3.31）決算報告書
（単位：円）

収　入　の　部 支　出　の　部

項　　　目 金　　　額 項　　　目 金　　　額

一　

般　

会　

計

前 期 繰 越 金
新 会 員 会 費
預 金 利 息
支 援 金

小 計

4,421,952
716,263

35
387,000

5,525,250

会 議 費
事 務 費
通 信 費
奨 励 金
慶 弔 費
印 刷 費
特 別 事 業
総会会計へ振替
次 期 繰 越 金

小 計

8,576
0

3,660
0

20,000
247,910
489,880

－201,217
4,956,441

5,525,250

総　

会　

会　

計

総 会 会 費
賛 助 金
祝 儀
懇 親 会 会 費
一般会計から振替

小 計

0
424,000

0
0

－201,217

222,783

会 議 費
事 務 費
通 信 費
印 刷 費

小 計

0
9,943

173,680
39,160

222,783

合 計 5,748,033 合 計 5,748,033

同
窓
会
規
約

第
１
章　

総　
　
　
　
　

則

第
１
条	

本
会
は
歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
と
称

す
る
。

第
２
条	

本
会
は
事
務
局
を
神
戸
市
立
歌
敷
山

中
学
校
（
以
下
母
校
と
称
す
る
）
内

に
置
く
。

第
２
章　

目
的
お
よ
び
事
業

第
３
条	

本
会
は
会
員
相
互
の
教
養
を
高
め
、
親

睦
を
は
か
り
、
併
せ
て
母
校
の
教
育
を

振
興
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
４
条	

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
下
記
の
事
業
を
行
う
。

　
　

１
．	

会
報
等
の
発
行
、
名
簿
の
管
理
、
諸

会
合
の
開
催

　
　

２
．	

母
校
教
育
活
動
へ
の
協
力

　
　

３
．	

そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
必
要
な
事
項

第
３
章　

会　
　
　
　
　

員

第
５
条	

本
会
は
次
の
会
員
を
も
っ
て
組
織
す

る
。

　
　

正
会
員　
　

⑴
母
校
卒
業
者

　
　
　
　
　
　
　

⑵	

母
校
に
在
籍
し
た
者
で
、

正
会
員
の
紹
介
で
評
議
員

会
の
承
認
を
得
た
者

　
　

客
員
会
員　

⑴	

母
校
職
員
お
よ
び
母
校
旧

職
員

　
　
　
　
　
　
　

⑵	

母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

第
４
章　

役　
　
　
　
　

員

第
６
条	

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。
そ
の
任

＊	コロナ感染対策の一環として母校各教室への空気清浄機の設置費用のうち同窓会寄贈の７台分（395,500 円）
は一般会計・特別事業で計上しました。
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期
は
そ
れ
ぞ
れ
２
年
と
し
、
再
選
を

妨
げ
な
い
。

	

会
長
１
名　
　
　

副
会
長
若
干
名

	

理
事
若
干
名　
　

監
事
若
干
名

	

評
議
員
、
各
卒
業
年
度
若
干
名

第
７
条	
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、
理
事
中
よ

り
互
選
す
る
。
会
長
は
本
会
を
代
表

し
、
会
務
を
統
括
す
る
。
会
長
に
事

故
が
あ
る
と
き
は
、
副
会
長
が
そ
の

職
務
を
代
行
す
る
。

第
８
条	

理
事
は
評
議
員
中
よ
り
互
選
す
る
。

こ
の
外
、
必
要
に
よ
り
会
長
は
評
議

員
会
の
承
認
を
経
て
正
会
員
に
理
事

を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
理
事

は
理
事
会
を
組
織
し
、
重
要
事
項
を

審
議
す
る
。

第
９
条	

監
事
は
正
会
員
中
よ
り
評
議
員
会
に

お
い
て
選
出
す
る
。
監
事
は
本
会
の

会
務
並
び
に
収
支
決
算
を
監
査
す
る
。

第
10
条	

評
議
員
は
正
会
員
中
よ
り
選
出
し
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す

る
。
評
議
員
は
評
議
員
会
を
組
織
し
、

重
要
事
項
を
審
議
・
決
定
す
る
。
ま
た
、

評
議
員
は
出
身
回
生
を
代
表
し
、
当

該
回
生
の
同
窓
会
諸
活
動
と
本
部
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

第
11
条	

本
会
に
相
談
役
若
干
名
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
。
相
談
役
は
、
正
会
員
で

本
会
に
功
労
あ
っ
た
者
の
中
お
よ
び

客
員
の
中
よ
り
理
事
会
の
推
薦
で
会

長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。
母
校
校
長

は
そ
の
在
任
中
相
談
役
と
す
る
。
母

校
教
頭
は
そ
の
在
任
中
、
同
窓
会
事

務
局
副
委
員
長
と
す
る
。

第
５
章　

会　
　
　
　
　

議

第
12
条	

評
議
員
会
・
理
事
会
は
会
長
が
こ
れ

を
招
集
し
、
議
長
を
指
名
す
る
。
そ

の
議
事
は
出
席
し
た
評
議
員
・
理
事

の
過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
決
す
る
。

可
否
同
数
で
あ
る
と
き
は
議
長
の
決

す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
13
条	

評
議
員
会
・
理
事
会
に
出
席
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
評
議
員
・
理
事
は
書

面
を
も
っ
て
他
の
評
議
員
・
理
事
に

委
任
し
表
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
予
め
通
知
し
た
事
項
に
関

し
て
は
出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
14
条	

す
べ
て
の
会
議
に
は
次
の
事
項
を
記

載
し
た
議
事
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を

保
存
す
る
。

　
　

１
．	

開
会
の
日
時
、
場
所
、
出
席
者
お
よ

び
付
議
事
項

　
　

２
．	

議
事
経
過
の
要
領
お
よ
び
結
果

第
15
条	

原
則
と
し
て
毎
年
総
会
を
開
催
す
る
。

総
会
は
、
会
員
相
互
の
交
流
・
親
睦
、

同
窓
会
諸
活
動
の
報
告
の
場
と
す
る
。

	
会
長
が
総
会
を
招
集
・
開
催
す
る
。

企
画
実
行
は
総
会
実
行
委
員
会
が
行

う
。
総
会
実
行
委
員
会
は
、
理
事
・

評
議
員
お
よ
び
正
会
員
よ
り
構
成
さ

れ
る
。
こ
の
外
、
必
要
に
よ
り
臨
時

総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
章　

資
産
お
よ
び
会
計

第
16
条	

本
会
の
経
費
は
、
入
会
金
、
会
費
、

寄
付
金
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
に

よ
っ
て
賄
う
。

第
17
条	

正
会
員
は
本
会
に
要
す
る
会
費
等
を

負
担
す
る
。

第
18
条	

入
会
金
は
、
原
則
と
し
て
、
在
学
中

に
積
み
立
て
た
一
定
の
金
額
を
も
っ

て
充
当
す
る
。

第
19
条	

前
条
に
よ
り
収
納
し
た
入
会
金
と
会

費
等
は
、
こ
れ
を
一
般
会
計
と
総
会

会
計
に
分
け
る
。

第
20
条	

会
計
は
、
理
事
が
こ
れ
を
行
な
い
、

そ
の
決
算
は
、
監
事
の
監
査
を
経
た

後
評
議
員
会
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。　

第
21
条	

一
般
会
計
よ
り
生
じ
た
余
剰
金
に
つ

い
て
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
総

会
会
計
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
22
条	

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１

日
よ
り
翌
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

第
７
章　

補　
　
　
　
　

則

第
23
条	

本
規
約
は
、
理
事
会
お
よ
び
評
議
員

会
に
お
い
て
出
席
の
四
分
の
三
以
上

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
24
条	

本
会
は
、
支
部
を
地
方
、
会
社
、
学
校
、

な
ど
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、

支
部
規
約
は　

別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

付　
　

則

昭
和
55
年
6
月
1
日
、
新
規
同
窓
会
規
約
制
定

平
成
10
年
11
月
8
日
、
第
１
回
改
正

平
成
18
年
4
月
15
日
、
第
２
回
改
正

平
成
29
年
10
月
7
日
、
第
３
回
改
正

参
考
：	

昭
和
25
年
5
月
、
歌
敷
山
中
学
校
同
窓

会
の
発
足
と
規
約
発
表
が
あ
っ
た
と
の

記
録
が
あ
る
。

歌敷山中学校同窓会会報 （33）



歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
役
員
一
覧

（
令
和
三
年
二
月
三
日
現
在
）

本
部
役
員

　
　

会　

長

	

山
口　

雅
登
（
17
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
三
〇
二
ー
九
〇
九
三

　
　

副
会
長

	
青
木　

宏
真
（
22
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
一
ー
三
八
六
三

　
　

事
務
局
長
（
理
事
）

	

山
際　
　

丈
（
17
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
九
九
二
ー
三
九
二
四

　
　

名
簿
委
員
会
委
員
長
（
理
事
）

	

東
石　

満
夫
（
17
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
九
九
一
ー
二
五
五
六

　

（兼）
財
務
委
員
会
委
員
長
（
理
事
）

	

青
木　

宏
真
（
22
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
一
ー
三
八
六
三

　
　

財
務
委
員
会
委
員

	

砂
川　

葊
行
（
15
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
九
一
ー
八
七
五
二

　
　

財
務
委
員
会
委
員

	

國
方
美
知
子
（
22
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
七
ー
三
六
五
五

　

体
育
会
担
当
委
員

	

酒
井　

丈
子
（
26
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
一
ー
二
八
九
九

　
　

同

	

佐
伯　

省
一
（
26
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
六
ー
五
六
五
九

　
　

同

	

松
下　

聡
子
（
29
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
八
ー
五
八
二
六

　

文
化
発
表
会
担
当
委
員

	

林　

佐
名
哉
（
７
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
五
ー
三
二
三
三

　
　

同

	

津
田
美
智
子
（
９
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
八
四
一
ー
七
三
七
二

　
　

同

	

花
田　

春
洋
（
11
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
七
ー
六
五
一
八

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
担
当
委
員

	

阿
部　

洋
子
（
17
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
九
二
三
ー
九
三
三
四

　
　

同

	

真
期　

晴
代
（
17
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
七
ー
四
〇
三
五

　
　

同
（兼）

	

藤
本　

純
子
（
17
回
生
）

	

☎
（
〇
九
〇
）
六
九
六
二
ー
八
七
二
九

　
　

広
報
委
員
会
委
員
長
（
理
事
）

	

藤
本　

純
子
（
17
回
生
）

☎
（
〇
九
〇
）
六
九
六
二
ー
八
七
二
九

　
　

広
報
委
員
会
委
員
（兼）

	

山
口　

雅
登
（
17
回
生
）

	

☎
（
〇
七
八
）
三
〇
二
ー
九
〇
九
三

・
監　

事

	

黒
島　

陸
枝
（
７
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
二
ー
一
五
四
一

	

林　

佐
名
哉
（
７
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
八
五
ー
三
二
三
三

	

酒
井　

康
夫
（
11
回
生
）

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
九
ー
三
七
七
〇

・
同
窓
会
担
当
母
校
教
頭

　
　
（
事
務
局
副
委
員
長
）

	

小
笹
美
賀
子

☎
（
〇
七
八
）
七
〇
七
ー
八
八
六
四
（
母
校
）

・
相
談
役

　
　

母
校
校
長

	

藤
原　

裕
之

　
　

元
会
長

	

竹
中　

義
明
（
１
回
生
）

評
議
員

　
　

１
回
生	

竹
中　

義
明　
　

木
下　

ト
ミ

　
　

２
回
生	

岡
本　

正
幸

　
　

３
回
生	

永
井　

昭
夫　
　

吉
岡
昭
一
郎

	

中
村　

義
正

　
　

４
回
生	

塩
崎　
　

武　
　

長
野　
　

齊

　
　

５
回
生	

神
部　

元
成　
　

日
置　

直
美

	

原
田　

良
彦　
　

６
回
生	

角
南
冨
美
子　
　

春
田
多
美
子

７
回
生	

林　

佐
名
哉　
　

黒
島　

陸
枝

８
回
生	

曽
谷　

全
博　
　

北
畠　

哲
夫

９
回
生	

大
谷　

靖
彦　
　

吉
田　
　

基

	

津
田
美
智
子　
　

左　
　

吉
宏

10
回
生	

泉　
　

一
誠　
　

立
花　

宏
昭

	

吉
川　
　

彰

11
回
生	

西
谷　

智
美　
　

花
田　

春
洋

	

山
下　

和
代　
　

藤
井　

英
明

	

平
田　

孝
子　
　

酒
井　

康
夫

	

磯
野　

久
代　
　

松
下　

孝
輔

	

吉
田
日
出
子　
　

北
川　
　

守

	

中
村　

和
弘

12
回
生	

冨
士　

繁
一　
　

細
川　

光
孝

	

毛
利　
　

倫　
　

山
本　

義
宏
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13
回
生	

14
回
生	

隅
田　

雅
裕　
　

東　
　

重
夫

15
回
生	

堀
江　

正
明　
　

中
村　

光
政

	

高
谷　

道
徳　
　

加
藤
美
恵
子

	

砂
川　

廣
行　
　

平
沼
加
代
子

16
回
生	

井
上　

文
子

17
回
生	

東
石　

満
夫　
　

藤
本　

純
子

	
阿
部　

洋
子　
　

山
口　

雅
登

	
高
杉　

優
子　
　

真
期　

晴
代

	
冨
士　

健
二　
　

山
際　
　

丈

18
回
生	

田
中
真
理
子　
　

黒
田　

修
一

19
回
生	

浜
田　
　

論　
　

稲
葉　

正
昭

	

藤
井
三
恵
子　
　

20
回
生	

中
原　

憲
造　
　

喜
多　

昭
二

21
回
生	

改
発　

秀
彦　
　

北
森　

哲
治

	

宮
崎　

郁
子　
　

清
水　

圭
子

22
回
生	

青
木　

宏
真　
　

中
川　

敏
代

	

國
方
美
知
子

23
回
生	

藤
谷　
　

積

24
回
生	

長
谷　

英
彦　
　

臼
井
ユ
リ
子

	

阿
部
ま
ど
か　
　

志
水　

邦
子

	

林　
　

隆
嗣

25
回
生	

滝
井
美
代
治　
　

小
川
ふ
さ
栄

	

野
下　

明
美　
　

中
瀬　

俊
明

26
回
生	

佐
伯　

省
一　
　

酒
井　

丈
子

27
回
生	

長
谷
川
真
理

28
回
生	

牧
原　

典
子

29
回
生	

榎　
　

克
佳　
　

作　
　

和
憲

	

壷
井　

勇
次　
　

松
下　

聡
子

	

大
野
由
華
利

30
回
生	

前
田　
　

徹　
　

高
谷　

理
恵

31
回
生	

井
本
美
千
代　
　

村
田　

康
樹

32
回
生	

木
之
下　

悟　
　

鎌
田　

耕
吉

33
回
生	

浜
口
ま
ゆ
み　
　

山
本　

明
弘

34
回
生	

上
田　

貴
久

35
回
生	

藤
浦
健
二
郎　
　

津
村　

健
一

36
回
生	

37
回
生	

恩
田　

香
代

38
回
生	

横
山　

秀
男　
　

宮
本　

明
子

39
回
生	

神
尾　

雅
之　
　

山
本　

浩
司

40
回
生	

内
田　

雅
之　
　

柴
田　
　

大

41
回
生	

辻　
　

琴
代

42
回
生	

素
野
ゆ
う
子　
　

都
賀　
　

明

	

百
瀬　

道
春

43
回
生	

北
田　

真
理

44
回
生	

田
村　

公
伯　
　

素
野
貴
巳
子

	

大
倉　

尚
志

45
回
生	

田
中　

元
樹　
　

有
馬　

龍
平

46
回
生	

正
井　

迅
一　
　

澤
田　

典
子

47
回
生

48
回
生	

西
村　
　

晃　
　

大
坪　

茂
幹

49
回
生	

桂　
　

翔
生　
　

宮
崎　

秀
一

	

今
泉
ひ
ろ
み

50
回
生	

土
江　

美
穂　
　

近
藤　

尚
子

51
回
生	

西
野　

洋
一

52
回
生	

小
渡　

良
宣　
　

伊
藤
絵
里
香

53
回
生	

南
原　

健
司　
　

八
田
原
納
苗

54
回
生	

外
浦　

瑞
穂　
　

十
倉　

容
子

	
高
濱　

将
希

55
回
生	
北
野　

貴
寛　
　

村
田
英
理
子

56
回
生	
葛
尾　

奈
帆　
　

米
井　

美
佳

	

青
木　

俊
典

57
回
生	

原　
　
　

裕　
　

都　
　

昌
平

	

久
保　

絢
菜

58
回
生	

上
山　

孟
巳　
　

原
田　

夏
実

　
　
　

	

杉
原　

彬
元　
　

中
本　

博
子

59
回
生	

渡
辺　

彩
乃　
　

都　

亜
由
美

60
回
生	

猪
塚　
　

萌　
　

中
尾　

亮
太

	

秋
間　
　

梓　
　

入
江　

健
志

61
回
生	

皆
木
雄
太
郎　
　

森　
　

美
波

	

中
川
紗
也
香　
　

上
田　

優
馬

62
回
生	

上
田　

仁
史　
　

菅　
　

良
平

	

首
藤　

美
紀　
　

渡
辺　

涼
乃

63
回
生	

渡
辺
沙
也
子　
　

水
谷　
　

薫

	

久
保
滉
一
郎　
　

岡
山　

知
輝

64
回
生	

清
水　

一
哉　
　

富
永　

榛
人

	

須
藤　

万
結

65
回
生	

野
田　

賛
太　
　

小
林　

遥
香

	

山
田　

咲
良

66
回
生	

鈴
木　

琢
也　
　

遠
藤
加
奈
子

	

大
須
賀
詩
織　
　

中
田　

陽
久

67
回
生	

小
川　
　

紘　
　

廣
瀬　

理
帆

	

田
村　
　

駿　
　

迫
平　

晴
香

68
回
生	

日
高　

瑞
希　
　

大
西　

夏
貴

	

内
藤　

優
奈

69
回
生	

市
川　

杏
奈　
　

岩
木　

文
努

	

武
田　

史
明　
　

有
元
こ
こ
ろ

70
回
生	

小
玉　

拓
未　
　

江
戸　

遥
香

　
　
　

	

宇
多
村
結
子　
　

清
藤　

蒼
和

71
回
生	

秋
山　
　

楓　
　

谷
田　

恭
梧

	

矢
嶋
し
す
ら　
　

武
田　
　

幸

72
回
生	

石
原　

茉
歩　
　

山
中　

颯
大

	

河
野
さ
く
ら　
　

平
井　

優
也
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ご
承
知
の
通
り
母
校
で
も
毎
年
「
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
、
折
り
紙
で
作

成
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
と
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
持
っ
て
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
多

く
の
事
業
社
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
学
年
全
員
の
ダ
ン
ス
を
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
し
ま
し
た
。

お
弁
当
、
パ
ン
な
ど
を
お
店
で
購
入
し
、
地

域
と
の
交
流
を
一
層
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

▪
今
ま
で
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
体
験
の
場

（
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
商
店
・
病
院
・

動
物
病
院
・
旅
行
社
・
商
業
施
設　

他
）

▪
連
絡
先

歌
敷
山
中
学
校
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」

推
進
委
員
会

担
当
…
前
藤 

智
子
先
生　

矢
萩 

聡
和
先
生

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
八
ー
七
〇
七
ー
八
八
六
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
八
ー
七
〇
七
ー
八
八
六
五

●お　願　い●
コロナ禍で行事のない年が続きますが、多くの賛助金・支援金をありがとうございます。
今後ともよろしくお願い申し上げます。

〒６５５- ００３７　垂水区歌敷山３－１－１０
携帯：０９０－６９６２－８７２９　　１７回生　藤本　純子

●賛助金・支援金のお願い●
振込先　郵便振替　1口２，０００円以上
口座記号・番号　００９７０－６－１８７０１９
加入者名　歌敷山中学校同窓会　　　　　　お振込いただいた方には会報をお届けします。

フェイスブック　www.facebook.com/utasikiyama.dousoukai/

ト
ラ
イ
や
る
・
ア
ク
シ
ョ
ン

歌敷山中学校同窓会会報（36）



歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
会
報

第
二
十
八
号
（
令
和
三
年
度
）

令
和
四
年
二
月
吉
日
発
行

〒
六
五
五
ー
〇
〇
三
七

　

神
戸
市
垂
水
区
歌
敷
山
二
丁
目
四
ー一

（
神
戸
市
立
歌
敷
山
中
学
校
内
）

　

歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
八
）七
〇
七
ー
八
八
六
四

編　

集　

会
報・広
報
委
員
会

印　

刷　

㈲
新
和
プ
リ
ン
ト




	表1-R401
	同窓会会報R401
	表4-R401

